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研究部長 馬原 大介 
１ これからの社会に求められる力 

今日の子どもたちが成人して社会で活躍する頃には，Society5.0 時代が到来し，社会の在り方その

ものが現在とは「非連続」と言えるほど劇的に変わるとされている。生産年齢人口の減少やグローバ

ル化の進展，技術革新等により，社会構造や雇用環境は大きく変化し，子どもたちが就くことになる

職業の在り方についても様変わりすることが予想されるからである。 

このような時代にあって学校教育には，一人一人の子どもが自分のよさや可能性を認識するととも

に，あらゆる他者を価値のある存在として尊重し，多様な人々と協働しながら様々な社会的変化を乗

り越え，豊かな人生を切り拓き，「持続可能な社会の創り手」となることができるよう，その資質・能

力を育成することが求められている。 

この資質・能力とは，具体的にどのようなものか考えてみたい。中央教育審議会は，『「令和の日本

型教育」の構築を目指して〜全ての子供たちの可能性を引き出す，個別最適な学びと，協働的な学び

の実現〜（答申）』の中で，次代を切り拓く子どもたちに求められる資質・能力として，「文章の意味

を正確に理解する読解力」，「教科固有の見方・考え方を働かせて自分の頭で考えて表現する力」，「対

話や協働を通じて知識やアイディアを共有し新しい解や納得解を生み出す力」などを挙げている。 
また，この資質・能力を育む手立てとして「個別最適な学び」と「協働的な学び」を挙げており，

これらの充実を図ることを通して「主体的・対話的で深い学び」の実現を目指すことが求められてい

る。 
さらに国際的な動向を見ると，OECD が発表した“Learning Compass 2030”において，子どもた

ちがウェルビーイングを実現していくためには「自ら主体的に目標を設定し，振り返りながら責任あ

る行動がとれる力を身に付けること」の重要性が指摘されている。 
以上のことを踏まえ，国語科においても，子どもの実態に寄り添い，きめ細かく指導・支援するこ

とはもちろんのこと，子ども自身が学習の状況を把握し，主体的に学習を調整することができる学び

や，他者と協働して学び合う機会を一層充実させていくことを通して，予測困難な時代を生き抜くた

めに必要な「未来を拓く言葉の力」を子どもに培っていくことが重要となる。その鍵となるのが，「見

方・考え方」を働かせることである。 

 
２ 求められる国語科の力 

国語科における，教科固有の見方・考え方とは，「言葉による見方・考え方」である。この教科固有

の見方・考え方を働かせることが，教科の本質に迫る学びを生み出す。学習指導要領において，「言葉

による見方・考え方」を働かせるとは，「児童が学習の中で，対象と言葉，言葉と言葉との関係を，言

葉の意味，働き，使い方等に着目して捉えたり問い直したりして，言葉への自覚を高めること」とさ

れている。 

未来を拓く言葉の力を培う国語科学習の創造 
～学びを自覚し，共に学び続ける子どもの育成～ 
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「言葉への自覚を高める」ためには，まずは言葉に着目して，自分なりの考えをもつことが必要で

ある。その上で，考えたことを俯瞰して問い直す，メタ認知する学びを行うことで，自らの「言葉へ

の自覚を高める」ことができる。このような学びを生み出すことを目指し，子ども自身が学びを自覚

する授業を積み重ねることが重要である。 
また，「言葉による見方・考え方」はその子の既有知識・生活経験に大きく左右される。同じ言葉で

も，どのように捉えるか，どう使うかについては，納得解はあっても絶対解はないことの方が多い。

その納得解は，他者との交流によって広がり，深まっていく。対話を通して学び続けることで，「言葉

による見方・考え方」が働くだけでなく，他者をより価値あるものとして尊重することができる。 
今後目指すのは，『学びを自覚し，共に学び続ける』授業である。子どもが「学びを自覚し」，仲間

と「共に学び続ける」ことで，小学校段階における国語科の学びを着実に蓄積し，他教科，日常生活，

将来に波及するような汎用性のある学びにしていく。さらに，その学びを活用し，予測困難な未来を

仲間と共に切り拓いていきたいと自ら思えるような，主体的な子どもを育てたい。 
 
３ 研究の実際 
（１）『学びを自覚し，共に学び続ける』授業とは 

 学びの自覚には様々な捉え方があるが，本研究においては，次の三つを重視する（図１）。   
一つ目は，「学びのつながりを自覚

する」ことである。子どもたちが，こ

れまでの学習と単元の学習がどのよ

うにつながっているか自覚し，単元の

学習に向けて準備ができるように，学

びの土台をつくる場を設定する。 
二つ目は「学びのゴールを自覚す

る」ことである。『学習課題』という 
学習のゴールを含めた大きな枠組を

設定することで，子どもは見通しをもって学習に取り組むことができる。 
三つ目は，「学びの価値を自覚する」ことである。学んだことをただの発見や驚きで終わらせるの

でなく，次の学習へどうつながるか考えたり，学び方について振り返ったりする場を設定することで，

子どもが自らの学びをメタ的に捉え，価値づけることができるようにする。 
 また，共に学び続けるとは，これまで本研究会が大切にしてきた，対話を大切にした学びである。

子ども一人一人が考えを表出し，それを比較して共通点や相違点を見つけ，意見を述べ合う学びや，

主張を述べる際，根拠だけでなく，生活体験や経験などの理由づけを行いながら，対話の中で納得解

を導き出す学びを大切にし，関わり合いの中で「言葉による見方・考え方」を更新できるようにする。 
以上のことを大切にしながら，『学びを自覚し，共に学び続ける授業』に取り組むことで，子どもに

「未来を拓く言葉の力」を培うことができると考える。 
（２）視点について 
   「学びを自覚し，共に学び続ける子ども」を育む授業を展開していくために，以下に示す二つの視

点を大切にした授業づくりを行う。 

 

【図１ 学びにおける３つの自覚】 
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【視点１：学びを自覚するための手立て】 
子どもたちが自らの学びを自覚するために，三つの手立てを行う。学びの土台づくりでは，既習事項

の掘り起こしや調べ学習などを行うことで，学習の準備を整え，どの子も安心して学習に取り組めるよ

うにする。学びの指針となる『学習課題』は，子どもにとって学習を見通すだけでなく，学びの価値を

確認できるよりどころとなる。立ち止まって振り返る場は，学んだことを価値づける場である。このよ

うな学びの土台づくりによって，子どもは安心して学べる心の準備をし，『学習課題』で見通しをもって

探究的に学びながら，学んだことを互いに価値づけしていく。 
① 学びの土台づくり 

子どもたちの既有知識や生活経験には，大きな違いがある。これまでは，学校生活という協働的

な学びの中で，相互に補完していた部分が多々ある。しかし，社会情勢の変化や子どもたちの多様

化によって，文化や言語活動など，学びの前提となる知識や経験が乏しく，単元の導入からつまず

いてしまう子もいる。そこで，第一次において学びの土台づくりを行う。関連する絵本の読み聞か

せや体験活動，既習事項の掘り起こしなど，子どもが学びに向かうことのできる土台をつくること

で，どの子も学びのつながりを自覚でき，本単元の学習に取り組むことができる。 
② 学びの指針となる『学習課題』 

『学習課題』を設定する際，「指導

事項」「思考操作」「言語活動」の３つ

の視点を大切にし，子どもの問いか

ら学びをつくっていく。そうするこ

とで，子どもにとって，「この言語活

動を達成するために，こんな考え方

（思考操作）で，こんなことを大切

（指導事項）にしていく。」という自

然な学びの流れができる。これは，教

師からみると「この力をつける（指導

事項）ために，こんな方法（思考操作）

で，この言語活動に取り組ませる。」

というめざす学習の流れでもある。 
つまり，３つの視点で『学習課題』を設定することが，授業における学びの指針をつくることとな

る。このような『学習課題』を設定し，これまでの学びとのつながりや，これからの学びの価値を単

元の導入段階で自覚できるようにすることで，子どもたち一人一人が，自らの考えを大切にしながら，

見通しをもって学ぶことができるようにする（図２）。 
また，学習内容を，子どもたちにとって「学びたい」内容にするためには，具体的で生活とつなが

る言語活動の設定が必要である。「目的・場面・状況」が明確に設定されていて，さらにそれが指導

者と子どもとで具体的に共有されていることが重要である。 
③ 立ち止まって振り返る場の設定 

子どもが自らの学びの価値を自覚するためには，学びを内省することが大切である。一時間や一

単元の学習を通して，「何を学んだのか。自分の学び方（学びのプロセス）はどうだったのか。それ

 

【図２ 学習課題の設定】 
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は今後の学習にどのように生かされるのか。」等，自らを振り返る場を設定する。さらに，子どもが

書いた振り返りについて，教師がコメントを記入したり，授業で取り上げたりして丁寧に価値づけ

していく。そうすることで，子どもたちは自らの学びの価値を自覚する。 
また，振り返りを子ども同士で共有することも重要である。授業の導入や終末において，振り返

りを共有する場面を効果的に設定することによって，他者の振り返りの視点から振り返り方を学ぶ

機会が生まれる。ときには，一人の子どもの振り返りが前時と本時の学びをつなぐ重要な架け橋と

なることもある。このように，振り返りを行うことだけが目的ではなく，振り返りを通して子ども

が学びを調整する機会を大切にする場をつくることも，立ち止まって振り返る場をつくることであ

る。振り返りをきっかけに，子どもが立ち止まり，自らの考えを見つめ直す。このような学びを通

して，振り返りの価値は一層高まる。 
 
 
 
【視点２：共に学び続けるための工夫】  
  国語科において，共に学ぶとは，他者と協働的に学ぶことであり，学び続けるとは自らの見方・考え

方を更新し続けることだと言える。自らの考えを表出し，比較・検討する場を設定することで，子ども

たちはお互いの考えの共通点や相違点に気づく。さらにその根拠や理由を述べ合いながら納得解を模索

する中で，それぞれの「言葉による見方・考え方」が働き，更新されていく。 
① 全員が考えを表出し，比較する 

全員が考えを表出して比較するためには，子どもたちの考えが一目でわかるようなようにする手

立てが必要である。言葉で伝える際はキーワードにしたり，シンキングツールやイラスト，色，動

作化などを用いたりして思考を可視化する。そうすることで，子どもたちは考えを形にするために

自らの「言葉による見方・考え方」を働かせる。また，どう違うのかだけでなく，なぜそれを選ん

だのか，それは何を根拠にしているのか検討し合う場を設定することができる。 
② 納得解を生み出す根拠や理由づけの充実 

他者との対話を通して納得解を生み出

す中で，重要になるのが主張を支える根拠

や理由づけである。教師が積極的に関わ

り，ときには問い返しながら根拠を明確に

したり，子どもの既有知識や生活経験を引

き出して理由づけを行ったりしながら，納

得解の生み出し方を学んでいく（図３）。そ

のやりとりを板書で整理することも大切

にしたい。さらに中高学年では，主張を支

える根拠や理由づけが適当か検討しさら

に深く主張について考えさせたい。このよ 
うな学びを通して納得解を模索する中で，子どもたち一人一人の「言葉による見方・考え方」は働き，

更新されていく。 

＜視点２における工夫＞ 
○全員が考えを表出し，比較する ○納得解を生み出す根拠や理由づけの充実 

＜視点１における手立て＞ 
○学びの土台づくり ○学びの指針となる学習課題の設定 〇立ち止まって振り返る場の設定 

【図３ 理由づけの充実】 
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＜分科会Ⅰ＞ 

学
年 

領域 
(郡市) 

単元名(教材名) 授業者 司会者 助言者 

１

年 

話・聞 

(菊池) 

ヒントの内容や順番を話し合い,『なんでしょうク

イズ』を作ろう (これは,なんでしょう) 

中村 芳弘 

(大津町立美咲野小学校) 

西山 桂子 

(合志市立合志南小学校) 

吉本 一成 

(大津町立美咲野小学校) 

２

年 

読む 

(上益城) 

大事な言葉に気をつけて読み,『楽しいおにごっこ

教えちゃうよ!ブック』を作ろう(「おにごっこ」) 

松岡 さゆり 

(甲佐町立白旗小学校) 

坂﨑 慎太郎 

(益城町立益城中央小学校) 

山下 淳子 

(御船町立木倉小学校) 

４

年 

話・聞 

(玉名荒尾) 

話の中心がわかる発表の仕方を使って,調べたことを学級

のみんなに発表しよう(調べて話そう,生活調査隊) 

北島 智博 

(玉名市立小天小学校) 

森 洋祐 

(南関町立南関第二小学校) 

児玉 伊左夫 

(荒尾市立府本小学校) 

５

年 

読む 

(阿蘇) 

すぐれた表現に着目して読み,物語のみりょくをま

とめよう(「大造じいさんとがん」) 

中島 高義 

(阿蘇市立一の宮小学校) 

甲斐 恵美子 

(阿蘇市立内牧小学校) 

本田 雅隆 

(高森町立高森東学園義務教育学校) 

６

年 

書く 

(八代) 

伝えたいことを明確にして書こう 未来の自分へ

『思い出アルバム』（思い出を言葉に） 

藪 沙代子 

(八代市立八代小学校) 

吉本 清久 

(八代市立太田郷小学校) 

久保 瞳 

(八代市立鏡小学校) 

 

＜分科会Ⅱ＞ 

学
年 

領域 
(郡市) 

単元名(教材名) 授業者 司会者 助言者 

１

年 

読む 

(熊本市) 

いろんなちがいを見つけて,『どうぶつの赤ちゃん びっく

りずかん』を作ろう(「どうぶつの 赤ちゃん」) 

緒方 傑 

(熊本市立桜木小学校) 

都田 雅美 

(熊本市立楡木小学校) 

木下 浩文 

(熊本市立麻生田小学校) 

２

年 

書く 

(山鹿) 

ぴったりな言葉をえらんで,『自分だけの詩』を作ろ

う(見たこと，かんじたこと) 

井出 愛子 

(山鹿市立山鹿小学校) 

益田 裕子 

(山鹿市立菊鹿小学校) 

荒平 真寿美 

(山鹿市立三岳小学校) 

４

年 

読む 

(人吉球磨) 

興味を持ったところを中心に要約し，『紹介カード』を作っ

て紹介しよう(「ウナギのなぞを追って」) 

木下 晃司 

(あさぎり町立上小学校) 

浅生 昇一郎 

(湯前町立湯前小学校) 

東山 幸輔 

(あさぎり町立上小学校) 

５

年 

書く 

(葦北水俣) 

書き表し方を工夫し,『おすすめの本カード』を作ろ

う(この本,おすすめします) 

庭月野 竜王 

(水俣市立袋小学校) 

那須 真一郎 

(水俣市立水俣第一小学校) 

濵田 真理子 

(芦北町立田浦小学校) 

６

年 

話・聞 

(天草) 

資料を効果的に使って,『夢スピーチ』をしよう 

(今,私は,ぼくは) 

濵田 祐輔 

(天草市立本渡北小学校) 

矢住 美亜 

(天草市立本町小学校) 

鶴田 英子 

(天草市立倉岳小学校) 

※第３学年の授業並びに分科会は，諸事情により実施できなくなりました。ご了承ください。 

 

 

 

 

 

 

 

〈演題〉 

「資質・能力を育成する国語科授業づくりと学習評価」 

 

〈講師〉  

前文部科学省教科調査官 

茨城大学教育学部附属中学校副校長 菊池 英慈 先生 
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第 65回  

熊本県小学校国語教育研究大会 
－オンラインー 

 
 
 
 

 

 

 

期  日 令和４年１月２１日（金） 

主 催 熊本県小学校教育研究会国語部会 

後 援 熊本県教育委員会  

阿蘇市教育委員会 

 

Zoom開室 
 

13:15 

開会行事 
理論提案 
13:30～ 

分科会Ⅰ 
 

13:55～ 

分科会Ⅱ 
 

14:40～ 

講演 
 

15:25～ 

閉会 
 

17:00 

 

 

研究主題 未来を拓く言葉の力を培う国語科学習の創造 
～学びを自覚し，共に学び続ける子どもの育成～ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１年（話すこと・聞くこと）】 

ヒントの内容や順番を話し合い，『なんでしょうクイズ』を作ろう（「これは，なんでしょう」） 

 指導者 中村 芳弘（大津町立美咲野小学校） 

 

本
時 

本単元で目指す子どもの姿 

対話を通して自分の考えが変わったり深まったりすることを自覚し，話し合いを楽しみ

ながら，それぞれの考え方の良さについて認め合える子ども。 

学習課題 
ヒントの出し方を工夫して，自分と友達のアイデアをあわせながら，『なん

でしょうクイズ』を作ろう。 

言葉による 

見方・考え方を 

働かせる 

視点１ 学びを自覚するための手立て 視点２ 共に学び続けるための工夫 

学びの土台 
これまで：伝えたいことに関連する事柄を具体的に思い出し，必要かどうか判断して選ぶ 
これから：互いに話をつなぎながら，目的に応じて，伝える内容や順序について話し合う 

言語活動 
 

「なんでしょうクイズ」を作る 
 

思考操作 
ヒントの出し方による違いを見つけ，
提示する順序について考える 

 

指導事項 
互いの話に関心をもち，相手の発言を
受けて話をつなぐこと 
A話すこと・聞くこと（１）オ 

＜立ち止まって振り返る場＞ 

すぐに答えがわかる問題とだんだんと答

えが絞られていく問題があったことを想

起し,提示したヒントに着目することで

課題を設定する。 

＜考えを表出し比較する場＞ 

答えは同じだが，ヒントの順番が違う

問題を提示し，ヒントの出し方と解答

の選択肢との関係に着目しながら，ヒ

ント作りのコツについて話し合う。 

＜納得解を生み出す根拠や理由づけの充実＞ 

ヒントの内容や順番によって解答の選択肢が減っていくことを，タブレットを操作

して視覚化しながら話し合うことで，それぞれの考えを明確に比較することができる

ようにし，根拠のある意見交流を通して，双方の納得解を生み出せるようにする。 
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第１学年１組 国語科学習指導案 
指導者  大津町立美咲野小学校   中村  芳弘  

１ 単元名   ヒントの内容や順番を話し合い，『なんでしょうクイズ』を作ろう  

ふたりで考えよう「これは，なんでしょう」（東京書籍１年） 

２ 学習課題   ヒントの出し方を工夫して，自分と友達のアイデアをあわせながら，

『なんでしょうクイズ』を作ろう。  
 [指導事項] 互いの話に関心をもち，質問や相槌など相手の発言に反応しながら  

話をつなぐことができるようにする。 A 話すこと・聞くこと（１）オ 

  [思考操作]  ヒントの出し方による違いを見つけ，提示する順序について考える。 

  [言語活動] 『なんでしょうクイズ』を作る。 

  

３ 単元について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜教材観＞  
本教材は，互いに意見を出し合うことで，相
手の発言を踏まえながら話をつないでいき，
考えを広げたり深めたりするなどの経験を
積み重ねることをねらいとしている。二人で
話し合うことは，今後，小グループや学級全
体へと発展させていく意見交流の基本とな
るため，相手をよく見て頷きながら聞いた
り，話題に沿って自分の考えを話したりする
など，話し合いの基本的な形式を学習するこ
とにも適している。そこで，クイズ大会に向
けて問題やヒントの工夫を考える活動を通
して，新たな気づきやより良い考えを見つけ
るなど，話し合いのよさを存分に感じさせた
い。なお，身近なものの特徴を観察し，言葉
で表現することで，ものと言葉のつながりに
対する意識を育てることにも適している。  
 
 
 
 

＜児童観＞  
 子どもたちはこれまで，
夏休みの思い出や自分の好
きなものについて話す活動
を通して，具体的に想起し
た事柄の中から必要なもの
を選んで伝える学習を積み
重ねてきた。  
 また，身近なことを表す
語句も，話や文章の中で使
うことで，自分の語彙とし
て身に付け続けている。  
 しかし，話す順序と伝わ
り方について考えることや
他者と意見を出し合うこと
で合意形成を行う経験は少
ない。  
 

＜視点について＞  
 [視点１ ] 学びを自覚するための手立て  
  はじめに，教師が作成した「なんでしょうクイズ」をもとに，出題者は身近なもの
から問題を作ることや，回答者はヒントをたよりに答えを絞っていくことなど，手順
や約束について確認しながら，活動の見通しを持つ。その際に，すぐに答えにたどり
着く問題を混ぜておくことで，ヒントの内容や提示する順番に着目し，より楽しもう
とする児童の気づきや反応から学習課題を設定する。  
また，発言力のある児童や語彙が豊富な児童ばかりが話してしまうことのないよう，

「共感を示す」や「復唱して確かめる」など，互いの考えを大切にしながら，対話に
よって考えを深めていけるような話し合いについて，気づいたことを交流し，出た意
見を短いキーワードにして掲示することで，常に意識して活動できるようにする。 
振り返りでは，対話を通して自分の考えが深まったり変わったりしたところに

線を引くことで，一人では思いつかなかったことに気づくなど，話し合うことの価
値を自覚することができるようにする。  

 [視点２ ] 共に学び続けるための工夫  
  チャート図を用いて回答者の思考を可視化し，それらを操作しながらヒントの
内容や提示する順番を話し合うことで，ヒントの数を増やすにつれて，少しずつ答
えが絞られていくような工夫を考える。そこで，それぞれのパターンを比較したも
のを根拠とすることで，合意形成を重要視した話し合いができるようにする。 
また，ヒントに用いた言葉を，「形」「色」「動き」「場面」などの児童の気づきをも

とにした観点で分類することで，身近なものの特徴に着目した共通の語彙として認識
させ，継続した活用を促していく。  
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４ 単元の目標 

○ 事柄には特徴に相違点があることやねらいによって順序付けがあることなど，情報 
  と情報との関係について理解することができる。       （知・技）（２）ア 
○ 身近なものの特徴を捉えて話題を決め，相手に伝えるために必要な事柄を選ぶこと

ができる。                        Ａ話・聞（１）ア 
◎ 互いの話に関心をもち，質問や相槌など相手の発言に反応しながら話をつなぐこと  

ができる。                        Ａ話・聞（１）オ  
○ 話し合うことのよさを認識するとともに，情報と情報の相違点を意識しながら対話 

し，お互いが納得できるように考えをまとめようとする。   （学・人）  

 

５ 指導と評価の計画（４時間取り扱い） 

次  時  学習活動  教師のかかわり  評価規準［評価方法］  

一  １  

 

 

 

 

 

 

 

 

２  

本

時  

○指導者の出題す

る ク イ ズ を も と

に見通しをもつ。 

〇活動方法と約束

について知る。  

○ヒントをもとに，

特 徴 を 表 す 言 葉

に つ い て 話 し 合

う。  

○ヒントの内容や

順番を比べて，ク

イ ズ の 難 易 度 と

の関係を考える。 

 

 

 

○ヒントの内容と

出 す 順 序 に つ い

て話し合う。  

〇考えたクイズを

紹介し合う。  

・指導者作成の「なんでしょうク

イズ」を体験し，言語活動のイ

メージをもてるようにする。  

・問題の作り方やの仕方について

確認する。  

・「形」「色」「動き」「場面」など

の観点でヒントを分類すること

で，ものの特徴を表す言葉につ

いて着目できるようにする。  

・答えが同じだが，ヒントの順番が

違う問題を提示し，回答者の思考

を根拠に話し合うことで，順序の

工夫に気づけるようにする。  

 

 

 

・それぞれのペアに題材を配付し，

ヒントの内容と順番について話

し合う時間を設ける。  

・話し合ったヒントを紹介し，感想

や気づきを共有する。  

 

 

 

 

 

知ものの特徴を表す

言葉に着目して，観

点に沿って分類し

ている。  

［チャート図］  

 

 

 

 

 

 

思ねらいに応じて伝

える内容や順番を

工夫している。  

［チャート図］  

二  ３  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４  

 

 

 

 

 

〇前時の様子から

話し合いの仕方

について話し合

う。  

〇話し合いながら

「なんでしょう

クイズ」を作る。 

〇役割を決めて練

習をする。  

〇話し合いの様子

について話し合

う。  

〇「なんでしょうク

イズ」大会を開

く。  

〇自分や友達のが

んばりや工夫に

ついて気づいた

ことを交流する。 

〇学んだことを振

り返り，共有す

る。  

・前時の話し合いの様子を動画で示

し，話し合うときに気を付けるこ

とについて児童の気づきをもと

にキーワードにして示す。  

・答えを教室にあるものに限定する

ことで，ヒントを聞いた解答者が

具体物を連想しやすくする。  

・ペアごとにクイズを出す練習がで

きるように役割と流れを示す。  

・２時間目と３時間目の話し合いの

様子を比較し，「話し合いのコツ」

についてまとめる。  

・児童を出題者と回答者に分けて，

立場を変えながら「なんでしょう

クイズ」大会を行う。  

・おもしろかったところや工夫して

いたところなど，自分や友達のク

イズを通して考えたことを交流

することで，学びを深める。  

・学習を通して学んだことを「伝え

方」「話し合い方」の視点で振り返

える。  

思質問や相槌など相

手の発言を受け止

めながら話をして

いる。［観察］  

主自分と友達の考え

の相違点を意識し

ながら話し合い，お

互いが納得できる

ようにまとめよう

としている。［発言］ 

 

 

知順序によって伝わ

り方が変わること

を理解している。  

［発言・ノート］  

主自分や友達のがん

ばりや工夫につい

て気づいたことを

伝えようとしてい

る。［発言・ノート］ 

〈学習課題〉  ヒントの出し方を工夫して，自分と友達のアイデアを
あわせながら，『なんでしょうクイズ』を作ろう。  
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６ 本時の学習（２／４） 

（１）目標  

相手を意識したヒントについて話し合うことを通して，伝えるために必要な事柄や伝

える順序について考えることができる。  

（２）展開 

時間  学習活動  〇教師のかかわり  ◆評価［方法］ 備考 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 

 

 

５ 

１  前時の学習を振

り返り，本時の課

題を捉える。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２  ２つの問題を比

較する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３  ヒ ン ト を 考 え

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４  考えたヒントを

紹介する。  

 

５  本時の学習を振

り返り，次時の見

通しをもつ。  

〇前時のクイズに対する印象を共有すること

で，学習における課題に気づき，そのことを解

決することでよりよいものができそうだとい

う見通しと，解決することへの必要感をもて

るようにする。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇順番を変えてヒントを一つずつ示し，条件に

合う特徴をもつものを出し合い，比較するこ

とで，答えの候補数に差が出ることに気づけ

るようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

〇クイズの題材は教師がそれぞれのペアに配付

し，児童がタブレットを使って分類わけした

ヒントの中から適切なものを，話し合いなが

ら選べるようにする。  

 

 

 

 

 
 
◆答えがだんだんと絞られるようにヒントの内

容や順番を工夫している。［発言・ノート］ 

〇児童が考えたヒントでクイズを解いてみて，

気づきや感想について交流し，工夫の共有化

を図る。  

○本時で共有した学びをキーワードにすること

で，次回からの話し合いの視点として活用で

きるにようにする。  

クイズ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾀﾌﾞﾚｯﾄ 

ﾁｬｰﾄ図 

 

 

 

 

 

 

みんなが楽しめるクイズにするために，上手なヒントを考えよう。 

〈視点１-③〉立ち止まって振り返る場  
〇すぐに答えがわかる問題とだんだんと答え

が絞られていく問題があったことを想起
し，「みんなが楽しめる問題」について，提
示したヒントに着目することで，以下のよ
うな課題を設定する。 

〈視点２ー①〉考えを表出し比較する場  
〇答えは同じだがヒントが違う問題を２つ提

示し，回答者がヒントごとにどのように答
えを絞っていくのかについて具体物（カー
ド）を操作しながら比較することで，ヒント
の内容や順番が思考に大きく影響すること
をとらえられるようにする。 

<視点２ -② >納得解を生み出す根拠や理由付けの充実  
〇ヒントの内容や順番によって回答の選択

肢が減っていくことを，タブレットを操作
して視覚化することで，それぞれの考えを
明確に比較することができるようにし，互
双方の納得解を生み出せるようにする。  
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【２年（読むこと）】 

大事な言葉に気をつけて読み，『楽しいおにごっこ教えちゃうよ！ブック』を作ろう（「おにごっこ」）                          

 指導者 松岡 さゆり（甲佐町立白旗小学校） 

 

本
時 

本単元で目指す子どもの姿 

文章と自分の経験を結び付けながら大事な言葉を選び出し，分かったことや伝えたいこ

とを具体的に説明しようとする子ども。 

学習課題      
文章と経験を結び付けて，遊び方の理由や工夫を選んで， 
友達に『楽しいおにごっこ教えちゃうよ！ブック』で紹介しよう！    

言葉による 

見方・考え方を 

働かせる 

視点１ 学びを自覚するための手立て 視点２ 共に学び続けるための工夫 

学びの土台 
これまで：時間や事柄の順序を考えながら読み，文章の大体をとらえる 
これから：「問い」に対する「答え」にあたる大事な言葉を見つけて，その理由や工夫を選び，

分かったことを伝える 

言語活動 
「楽しいおにごっこ教えちゃうよ！ 
ブック」を作る 

 

思考操作 
文章の内容と経験を共通点，相違点
で結び付ける 

 

指導事項 
文章の中の重要な語や文を考えて選
び出すこと   C読むこと（１）ウ 

＜考えを表出し比較する場＞ 

本文にある四つのおにごっこについて選んだもの

をロイロノートの色カードを使い，自分の立場を

示す。また，「１番楽しい」という視点で選ぶこと

を通して，それぞれのおにごっこの共通点や相違

点，特徴を整理し捉えられるようにする。 

＜納得解を生み出す根拠や理由づけの充実＞ 

全体での話し合いの中で，自分たちの経験や筆者が述べていることを基に，問い返し

ながら遊び方の価値について理解を深め，一人一人が言葉への自覚を高めながら，納

得解を生み出すことができるようにする。 

＜立ち止まって振り返る場＞ 

子どもたちの経験から楽しさの概念を想

起させ、教科書にあるおにごっこの中で

「１番楽しいおにごっこ」について考え

るという本時の課題を設定する。 
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第２学年１組 国語科学習指導案 
指導者  甲佐町立白旗小学校   松岡  さゆり  

１  単元名    大事な言葉に気を付けて読み，『楽しいおにごっこ教えちゃうよ！ブッ

ク』を作ろう            「おにごっこ」（光村図書２年）  

２ 学習課題   文章の内容と経験を結び付けて，遊び方の理由や工夫を読み取り，  

『楽しいおにごっこ教えちゃうよ！ブック』を作ろう。  

  [指導事項] 文章の中の重要な語や文を考えて選び出すことができるようにする。  

 C 読むこと（１）ウ 

  [思考操作]  文章の内容と経験を共通点，相違点で結び付ける。  

  [言語活動] 『楽しいおにごっこ教えちゃうよ！ブック』を作る。  

  

３ 単元について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜教材観＞  
本教材の特徴としては次の通りである。  
・鬼ごっこは児童の知識や体験と直結して考えを深
めていきやすい。  

・はじめ（話題提示）―中（事例の列挙）―終わり（ま
とめ）の尾括型の文章構成である。  

・「遊び方」と「その遊びをする理由」がセットで説明
されており ,鬼側と逃げる側の両方の立場から説明
されている。  
以上の特徴から，鬼ごっこの「遊び方」を表す大事

な言葉を見つけて理由やその工夫を読み取ることが
できる教材であると言える。それらを考えていく際
に，子ども同士が教材の内容と自分たちの体験とを
結び付けて感想を持ち，伝え合うことが期待される。
そのような学びを生み出すために，『楽しいおにごっ
こ教えちゃうよ！ブック作り』という言語活動を核
にした単元を構想する。  

＜児童観＞  
 子ども たち は ，こ れ ま で２ 年
「たんぽぽのちえ」や「どうぶつ
園のじゅうい」などで時間的な順
序 や 事 柄 の 順 序 な ど を 考 え な が
ら ,内容の大体を捉えたり，重要な
語や文を考えて選び出したりする
ことを経験している。  
 そのような学習を通して，時間
や事柄の順序に関わって重要にな
る語や文を見つけることについて
は，ほとんどの子どもができるよ
うになってきている。しかし，読
み手として必要な情報を適切に見
つける上で重要な語や文を考えて
選び出す子どもはまだ少ない。  
 

＜視点について＞  
 [視点１ ] 学びを自覚するための手立て  
  第一次においては，実際におにごっこをして遊んだ経験を思い出させ，どんなおに
ごっこなのか ,その時の感想などを共有していく。その上で教材文以外の教師が作成し
た「おにごっこ」の言語活動モデルを示し、自分たちが知らない「おにごっこ」につ
いて興味を持たせ ,１年生に紹介して一緒に遊ぶ計画を立てる単元のゴールを示す。そ
の際，既習教材の「どうぶつの赤ちゃん」や「どうぶつ園のじゅうい」で学んだ説明
文の「初め・中・終わり」構造や，「問いと答え」 ,比べ読みについて，既習事項を想
起しながら，これまでの学びと本単元での学びがどのようにつながっているかを自覚
できるようにしていく。さらに，『楽しいおにごっこ教えちゃうよ！ブック』を作る
ために必要な視点や考え方について教材文をもとに話し合わせながら，上記のような
学習課題を設定していく。  
第二次においては，「どんな遊び方があるのか」「なぜ ,そのような遊び方をする

のか」「どこから考えたのか」等，自らの学習を振り返る場を設定する。その振り
返りを共有する場を授業の導入や終末等で設け，それぞれの考え方のよさを問う
たり，教師が価値づけたりすることで，学びの価値を自覚できるようにしていく。 

 [視点２ ] 共に学び続けるための工夫  
  おにごっこの遊び方を整理する際に ,どの言葉に着目すると遊び方が分かるの
か ,おもしろさが分かるのかを ,大事な言葉を使って ,自分の言葉で短くまとめさ
せる。また，自分たちで遊び方を考え，工夫した経験を想起させながら，どの段落
の遊び方と似ているかを比較検討することで鬼ごっこの遊び方をグループ化して
いく場を設定する。  
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４ 単元の目標 

○ 読書に親しみ,いろいろな本があることを知ることができる。  （知・技）（３）エ 
◎ 文章の中の重要な語や文を考えて選び出すことができる。       Ⅽ読（１）ウ 
○ 文章を読んで感じたことや分かったことを共有することができる。   Ⅽ読（１）カ  
〇 文章を読んで感じたことや分かったことを進んで共有し，学習の見通しをもって，

本を読んで分かったことを説明しようとする。             （学・人）  
 

５ 指導と評価の計画（１２時間取り扱い） 

次  時  学習活動  教師のかかわり  評価規準［評価方法］  

一  １  

 

 

 

 

２  

 

 

 

 

○おにごっこの楽

し さ に つ い て 感

想を交流する。  

 

 

○楽しいおにごっ

こ に つ い て 分 か

っ た こ と を 知 ら

せ る と い う 単 元

の見通しをもつ。 

 

 

 

 

 

 

・どんなおにごっこなのか ,おにご

っこをしてみてどうだったかに

ついて出し合うようにする。  

・おにごっこを分類し，「楽しさ」

の概念を決めておく。  

・教師が作成した「おにごっこ」

の言語活動モデルを示し自分た

ちが知らない「おにごっこ」に

ついて興味を持てるようにす

る。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

二  ３  

本

時  

 

４  

 

 

 

５  

６  

 

 

 

〇教材文を読んで

事例を確認し ,整

理する。  

 

○筆者が伝えたい

ことを６段落か

ら読み取る。  

 

〇遊びの説明のし

かたを確かめな

がら ,本文をくわ

しく読み取る。  

 

・本文にある四つのおにごっこにつ

いて比較することで，それぞれの

共通点や相違点，特徴を整理でき

るようにする。  

・既習教材の「問い・具体例・答え」

構造を思い出させ，第 1 段落の問

いに対する答え（筆者の思い）に

気づくようにする。  

・四つのおにごっこについて，遊び

方とその理由を言葉と絵で表に

まとめ，きまりを短い言葉で表現

できるようにする。  

 

思遊び方とその遊び

方の理由 ,おもしろ

さについて ,必要な

情報を探したり大

事な言葉を考えた

りしてまとめてい

る。  ［シート］  

 

思本を読んで分かっ

たことをまとめて，

共有している。  

［シート］  

三  ７  

８  

 

 

 

９  

10 

11 

 

 

12 

〇おにごっこにつ

いて本を読んで

調べ ,紹介する遊

び方を決める。  

 

〇述べ方の工夫を

生かして ,遊び方

の紹介を書く。  

 

 

○１年生に遊び方

を紹介し，紹介の

仕方のよさを交

流する。  

・「みんなが楽しめる遊び方」には他

にどんなものがあるか等の視点

で紹介したいおにごっこを決定

できるようにする。  

 

・「遊び方」と「その遊びをするわけ」

を接続詞を使って，相手に分かる

ような紹介文を書くためのワー

クシートを活用できるようにす

る。  

○実際に遊びをしてみることで，伝

わったかどうかを確認する手立

てにする。  

 

知いろいろなおにご

っこについて書か

れた本から説明し

たい遊び方を探し，

読んでいる。  

［観察］  

思本を読んで分かっ

たことをまとめて，

共有している。  

［シート］  

主 目 的 を 持 っ て 読

み，分かったことを

相手に伝わるよう

に説明しようとし

ている。  

［観察・発言］  

 

〈学習課題〉  文章の内容と経験を結び付けて，遊び方の理由や工夫を
読み取り，『楽しいおにごっこ教えちゃうよ！ブック』
を作ろう。  
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６ 本時の学習（３／１２） 

（１）目標  

「１番楽しいおにごっこ」という視点で選ぶことを通して，四つの遊び方の共通点，相
違点を捉え,遊び方の特徴の大体を読むことができる。  

（２）展開 

時間  学習活動  〇教師のかかわり  ◆評価［方法］ 備考 

１０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

１  前時の学習を振

り返り，本時の課

題を捉える。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２  1 番楽しいおに

ごっこを選び，そ

の理由を考え ,話

し合う。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３  それぞれのきま

りは「おに側」「逃

げる側」どちらの

立場で考えられた

ものか検討する。  

 

 

 

 

 

 

 

４  本時の学習を振

り返り，次時の見

通しをもつ。  

○自分たちが経験した「楽しいおにごっこ」につ

いて思い出させ，「楽しいおにごっこ」とは鬼

側逃げる側両方にメリットがあるという概念

を確認する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇おにごっこ①②③④がどんな遊び方なのか，

なぜその遊び方をするのか等，教材文の根拠

となる大事な言葉に着目している発言を価値

づけ，4 種類のおにごっこに対する読みが深ま

るようにする。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆四つのおにごっこの特徴を捉え，選んだ理由

を 生 活 経 験 と 教 材 文 か ら 書 い て い る 。        

［発言・ワークシート］ 

○次の学習にどのように取り組むか見通しをも

てるようにする。  

 

挿絵 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シート 

 

名前カ

ード 

 

タブレ

ット 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

四つのおにごっこの中で 1 番楽しいおにごっこはどれだろう。  

〈視点１-③〉立ち止まって振り返る場  

〇子どもたちの経験から，鬼側・逃げる側両

方にメリットがあることが「楽しさ」だとい

う概念を想起させ，教科書に提示してあるお

にごっこの中で「１番楽しいおにごっこ」に

ついて考えるという学習課題を設定する。  

〈視点２ー①〉考えを表出し比較する場  
〇本文にある四つのおにごっこについて１
番楽しいおにごっこを選ぶことを通して，
それぞれのおにごっこの共通点や相違点，
特徴を整理し，とらえられるようにする。
自分と立場が違う人と意見を交流し，「な
ぜそれを選んだのか」「どうしてなのか」を
検討し合い，言葉による見方・考え方を働
かせていく。  

 

<視点２ -② >納得解を生み出す根拠や理由付けの充実  
〇全体での話し合いの中で，自分たちの経験
や筆者が述べている「おにになった人も，に
げる人も，みんなが楽しめるように，くふう
されてきたのです。」の文を基に問い返しな
がら遊び方の価値について理解を深め，一人
一人の言葉への自覚を高めながら，納得解を
生み出すことができるようにする。 
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【４年（話すこと）】 

話の中心が伝わる発表の仕方を使って,調べたことを学級のみんなに発表しよう（「調べて話そう,生活調査隊」） 

 指導者 北島 智博（玉名市立小天小学校） 

 

本
時 

本単元で目指す子どもの姿 

 委員会や係活動などで伝えたいことがある時に,話の中心が伝わるように工夫し,調べたこと

を聞く人にわかりやすく伝えようとする子ども。 

学習課題 
「資料の使い方」や「話し方」に着目して話し合い,話の中心が伝わる発表の仕方を工夫
して,調べたことを学級のみんなに発表しよう。 

言葉による 

見方・考え方を 

働かせる 

視点１ 学びを自覚するための手立て 視点２ 共に学び続けるための工夫 

学びの土台 
これまで：相手や目的に合う理由や資料を選び,工夫して話す 
これから：調べたことを,資料を見せながら,聞く人に分かりやすく話す 

思考操作 
「資料の使い方」「話し方」の二つの視
点に着目して話し合う 

指導事項 
話の中心や話す場面を意識して,言葉の抑
揚や強弱,間の取り方などに注意して話す
こと    Ａ話すこと・聞くこと(1)ウ 

言語活動 
調べたことを学級のみんなに発表す
る 

 

＜立ち止まって振り返る場＞ 

学びのプロセスや有用感を自覚できる

ように,「友だちの発言でわかったこ

と」「学習課題につながること」を振り

返ることができるようにする。 

 

＜考えを表出し比較する場＞ 

二つの動画を比べて,どちらの発表が

よかったか,考えを赤・青で表出できる

ようにする。そして,その理由を話し合

うことで話の中心が伝わる発表の工夫

を考えることができるようにする。 

 

＜納得解を生み出す根拠や理由づけの充実＞ 

話の中心を伝えるために,①資料を見せながら話す ②間の取り方 ③声の強弱 の

三つの視点で自分たちの発表をレーダーチャートで評価し,発表をよりよくできるよ

うに話し合うことで,納得解を生み出せるようにする。 
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第４学年１組 国語科学習指導案 
指導者  玉名市立小天小学校   北島  智博  

１ 単元名   話の中心がわかる発表の仕方を使って ,調べたことを学級のみんなに発表しよ

う                     「調べて話そう,生活調査隊」（光村図書４年）  

２ 学習課題   「資料の使い方」や「話し方」に着目して話し合い ,話の中心が伝わる発表の
仕方を工夫して ,調べたことを学級のみんなに発表しよう。  

 

  [指導事項 ]  話の中心や話す場面を意識して ,言葉の抑揚や強弱 ,間の取り方などに

注意して話すことができるようにする。 A 話すこと・聞くこと(１)ウ  

  [思考操作]  「資料の使い方」や「話し方」に着目して話し合う。 

  [言語活動]  調べたことを学級のみんなに発表しよう。  

３ 単元について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜教材観＞  
本教材の特徴としては次の通りである。  
・子どもが話の中心や場面を意識して ,相手
にわかりやすい話し方を獲得できる教材
である。  

・調べたことを報告する活動は他教科と連
携を図ることができ ,子どもたちの興味
関心が高いと考えられる。  

・調べたことを加工しグラフや表を作成す
るといった学習経験は ,発信者の目的や
意図を重視していく学習の基盤となる。  
以上の特徴から，話の中心が伝わる話し方

を考えることができ ,調べたことを目的に応
じて資料として加工処理することができる
教材であると言える。そのような学びを生み
出すために，調べたことを学級のみんなに発
表しようという言語活動を核にした単元を
構想する。  

＜児童観＞  

 子どもたちは，これまで

３年「わたしたちの学校じ

まん」で ,話の中心が明確に

なるように ,理由や事例を

挙げながら話の構成を考え

話 す こ と を 学 ん で き て い

る。しかし、目的や場などを

意識し話し方を工夫する子

どもはまだ少ない。言葉の

抑揚や強弱 ,間の取り方 ,グ

ラフや表などを使った話し

方等の具体的な工夫の仕方

については学んできていな

い。  

＜視点について＞  
 [視点１ ] 学びを自覚するための手立て  
学びのつながりを自覚するために ,既習教材の３年「わたしたちの学校じまん」での学

習を振り返る。今までの学習では ,相手や目的を考え理由をあげて話をしたり資料を使っ
て話をしたりすることを学んできている。そのことを土台としながら ,話の中心が伝わる
話し方の視点として「資料の使い方」「話し方 (声の大きさ ,間のとり方,声の強弱 ,話す速
さ)」があることを確認できるようにする。  
学習課題を設定する場面では ,生活の中で水を大切に使うことやゴミのリサイクルを

促すことを学級のみんなに発表するという目的を明確にする。総合的な学習の時間や社
会科で学習していることとも関連させ ,学びの有用感や連続性が意識できるようにする。  
立ち止まって振り返る場の設定では ,学びのプロセスや有用感を自覚できるように ,

「友だちの発言でわかったこと」「学習課題につながること」を振り返ることができるよ
うにする。  
 [視点２ ] 共に学び続けるための工夫  

本時において ,二つの動画を比べて ,どちらの発表がよかったか ,赤・青で考えを表出し

話し合うことができるようにする。話し合いの中で ,話の中心が伝わる発表の工夫を ,①

資料を見せながら話す  ②間の取り方  ③声の強弱と整理する。そして ,それらの視点

を使い ,自分たちの発表をレーダーチャートで評価できるようにし ,発表の工夫に生かし

ていけるようにする。  
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４ 単元の目標 

○ 相手を見て話したり聞いたりするとともに ,言葉の抑揚や強弱,間の取り方などに注
意して話すことができる。                （知・技）（１）イ 

○ 目的を意識して,日常生活の中から話題を決め ,集めた材料を比較したり分類したり
して,伝え合うために必要な事柄を選ぶことができる。     （思Ａ）（１）ア 

○ 相手に伝わるように理由や事例などを挙げながら,話の中心が明確になるよう話の
構成を考えることができる。                （思Ａ）（１）イ  

◎ 話の中心や話す場面を意識して ,言葉の抑揚や強弱,間の取り方などを工夫すること
ができる。                       （思Ａ）（１）ウ 

○ 粘り強く ,話し方を工夫し ,学習課題に沿って考えをまとめようとする。  
                                 （学・人）  

５ 指導と評価の計画（８時間取り扱い） 

次  時  学習活動  教師のかかわり  評価規準［評価方法］  
一  １  

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

○単元名と学習課題
を確認し ,単元の見
通しをもつ。  

 
 
 
 
 
○題材を考える。  
 

・総合的な学習の時間や社会科で
の学習と関連付け，学習課題の
設定を行う。  

 
 
 
 
 
・グループで調べたいことについ
て話し合い，題材を決める。  

・今までに学習した話す聞くの学
習を想起する活動や教科書教材
の動画を通して学習計画を立て
る。  

 
 
 
 
 
 
 
 
思自分たちの生活に
関連する題材を選
んでいる。  

［ワークシート・発言］  

二  ２  
 
 
 
 
３  
 
 
 
４  
 
 
 
 
  
５  
本
時  
 
 
 
６  

○表やグラフ，アン
ケートの方法を確
認 し ,グ ル ー プ 毎
にアンケートを作
成する。  

○アンケートを集計
し ,集 計 結 果 を 基
に発表用の資料を
作成する。  

○グループごとに原
稿 の 作 成 を 行 い ,
発 表 の 練 習 を す
る。  

 
 
○ 発 表 の 工 夫 を 捉
え，自分たちの発
表に生かす。  

 
 
 
○グループの発表の
練習をする。  

・アンケートでは ,最終的なデー
タの処理や表現の方法まで考え
ておくことを伝える。  

・話の中心を考えながらアンケー
トを作成するように促す。  

・集計結果を ,グラフや表でまと
めるようにする。  

 
 
・教科書を参考に ,発表の組み立
てや発表原稿を作成できるよう
にする。  

・発表の練習では自分たちの発表
をタブレットで録画できるよう
にする。  

・二つの動画を比べて，話の中心
が伝わる発表の工夫を捉えるこ
とができるようにする。  

・捉えた発表の工夫を自分たちの
発表に生かせるように，グルー
プで活動ができるようにする。  

・グループ毎に発表の練習が行え
るようにする。  

思話の中心を考えて
アンケートを作成
している。  

 ［ワークシート］  
思自分の発表に生か
せる資料を選び ,工
夫している。  
［ワークシート］  

 
思話の中心がわかる
構成を考え発表原
稿を作成している。 
［ワークシート］  

 
 

思話の中心が伝わる

工夫をして ,自分た

ちの発表をよりよ

くしようとしてい

る。  

［ワークシート］  
 

三  ７  
 
８  

○発表会をし，感想
を伝え合う。  

○単元を振り返り，
身についた力を確
認する。  

 
 

・発表会では ,発表の工夫の視点
を意識して他グループの発表を
聞くことができるようにする。  

・単元全体で学んだ身についた力
を振り返る。  

知獲得した発表の仕
方の工夫を意識し
て発表している。  

［発言］  
主 粘り強 く ,学習課
題に沿って発表を
工夫している。  
［ワークシート］  

 

 

〈学習課題〉「資料の使い方」や「話し方」に着目して話し合い ,話の中
心が伝わる発表の仕方を工夫して ,調べたことを学級のみん
なに発表しよう。  
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６ 本時の学習（５／８） 

（１）目標  

話の中心が伝わる工夫を考える活動を通して ,グループの発表に生かすことができる。 

（２）展開 

時間  学習活動  〇教師のかかわり  ◆評価［方法］ 備考 

５ 

 

 

 

 

 

２０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

１  前時の学習を振

り返り，本時の課

題を捉える。  

 

 

 

２  教師が作成した

動画を比べて，発

表 の 工 夫 を 考 え

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３  グループで自分

たちの動画を見直

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４  本時の学習を振

り返り，次時の見

通しをもつ。 

〇前時での学習を振り返り，発表の仕方でうま

くいかなかったところを共有し，発表の仕方

が課題であることを自覚できるようにする。 

 

 

 

〇「教科書 P115 発表の例の原稿」を基に教師

が作成した動画を二つ提示する。  

 

 

 

 

 

 

〇既習事項を基に，新たに獲得する発表の工夫

として， 

 ①資料を見せながら話す  

 ②間の取り方  

 ③声の強弱   

 の三つを整理し，話の中心を意識して発表の

工夫を行うことを確認する。  

 

 

 

 

 

 

 

〇自分のグループの発表を個人で評価する。そ

して,レーダーチャートを見せ合いながら ,話

の中心が伝わる工夫について話し合うことが

できるようにする。  

◆話の中心が伝わる工夫をして ,自分たちの発

表をよりよくしようとしている。 

［ワークシート］  

 

 

 

 

 

 

〇振り返りはタブレットを用いて行う。単元を

通して，振り返りが蓄積できるシートを使い，

学びの連続性や自分の学びが意識できるよう

にする。  

 

 

 

 

 

 

動画資

料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以前自

分たち

が撮っ

た動画 

 

タブレ

ット 

 

 

 

 

 

 

 

タブレ

ット 

  

話の中心が伝わる発表の工夫を考えよう。 

〈視点１-③〉立ち止まって振り返る場  
〇学びのプロセスや有用感を自覚できるよう
に,「友だちの発言でわかったこと」「学習
課題につながること」を振り返ることがで
きるようにする。  

〈視点２ー①〉考えを表出し比較する場  
〇二つの動画を比べて ,どちらの発表がよか
ったか赤・青で考えを表出できるようにす
る。そして,その理由を話し合うことで話
の中心が伝わる発表の工夫を考えることが
できるようにする。  

 
 
 

<視点２ -② >納得解を生み出す根拠や理由付けの充実  
〇話の中心を伝えるために ,①資料を見せな
がら話す ②間の取り方  ③声の強弱の三
つの視点で自分たちの発表をレーダーチャ
ートで評価し ,発表をよりよくできるよう
に話し合うことで ,納得解を生み出せるよ
うにする。  
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【５年（読むこと）】 

すぐれた表現に着目して読み，物語のみりょくをまとめよう（「大造じいさんとがん」） 

 指導者 中島 高義（阿蘇市立一の宮小学校） 

 

本
時 

本単元で目指す子どもの姿 

物語を複数の視点から読み味わいながら作品の魅力を見出し，感じたことや考えたこと

を友達と進んで伝え合おうとする子ども。 

学習課題 
表現の工夫や効果に着目しながら，人物像や物語の全体像をとらえ，物語

のみりょくをリーフレットにまとめよう。 

言葉による 

見方・考え方を 

働かせる 

視点１ 学びを自覚するための手立て 視点２ 共に学び続けるための工夫 

学びの土台 
これまで：場面の移り変わりと結び付けて，登場人物の心情の変化や性格，情景を想像する 
これから：人物像や物語などの全体像を具体的に想像したり，表現の効果を考えたりする 

言語活動 
物語の魅力をリーフレットにまとめ、
友達と交流する。 

思考操作 
作品の魅力を高めている表現の工夫
や効果に着目して読む 

指導事項 
人物像や全体像を具体的に想像した
り表現の効果を考えたりすること 

C読むこと（１）エ 

＜立ち止まって振り返る場＞ 

「どこで大造じいさんの残雪に対する気

持ちが変わったのか」などの子どもたち

の疑問を，初発の感想や問いを生み出す

場面から引き出し，本時の課題を設定す

る。 

＜考えを表出し比較する場＞ 

心情の変化を表す図を示し，その中に

児童の考えを整理することで互いの考

えの違いに気付かせ，話し合いたいと

いう意欲を高められるようにする。 

＜納得解を生み出す根拠や理由づけの充実＞ 

大造じいさんの心情が大きく変化した理由について，叙述に基づいた根拠や理由付

けにこだわった話し合いを展開することで，一人一人が言葉への自覚を高めながら納

得解を生み出すことができるようにする。 
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第５学年１組 国語科学習指導案 
指導者  阿蘇市立一の宮小学校   中島  高義  

１ 単元名   すぐれた表現に着目して読み，物語のみりょくをまとめよう  

「大造じいさんとがん」（光村図書５年） 

２ 学習課題   表現の工夫や効果に着目しながら，人物像や物語の全体像をとらえ，

物語のみりょくをリーフレットで伝えよう。  

  [指導事項] 人物像や物語などの全体像を具体的に想像したり，表現の効果を考えた

りすることができるようにする。  C 読むこと（１）エ 

  [思考操作] 作品の魅力を高めている表現の工夫や効果に着目して読む。  

  [言語活動] 物語の魅力についてまとめ，リーフレットを作る。 

  

３ 単元について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜教材観＞  
本教材の特徴は ,次の通りである。  
・前語りから始まり ,本編（過去の出来事）
へ続くという構成となっている。  

・人物の行動や会話，豊かな情景描写から心
情やその変化を読み取ることができる。  

・残雪の行動や姿が，中心人物である大造じ
いさんの心情を大きく変化させていく。  
以上の特徴から，人物像や物語の全体像を

具体的に想像したり，表現の効果を考えたり
することに適した教材であると言える。特に
高学年では，中心人物の心情の変化をもとに
作品の主題に迫らせることが大切である。そ
のような学びを生み出すために，「作品の魅
力をリーフレットにまとめて友達と伝え合
う」という言語活動をゴールとして設定し ,
単元を構想する。  

＜児童観＞  
 子どもたちは，これまで
４年「ごんぎつね」や５年
「なまえつけてよ」などで
登場人物の相互関係や心情
の変化を捉えたり，表現の
効果を考えたりすることを
経験し，その知識を生かし
て物語を読み味わうことが
少しずつできるようになっ
てきている。しかし ,物語を
読み味わう上で重要となる
「表現技法」「中心人物の心
情の変化」「主題」などの指
導事項については ,自ら活
用できる知識にはまだなっ
ていない。  

＜視点について＞   
 [視点１ ] 学びを自覚するための手立て  
  第一次においては，既習教材の「ごんぎつね」を使って物語文の既習事項を想起さ
せる。その際 ,物語の五つの視点（設定，視点，表現技法，心情の変化，主題）につい
て押さえる。この五つの視点を使ってこれから作品を読んでいくことを確認するとと
もに，学習課題を設定したり学習計画を立てたりする際の拠り所としても活用する。  
第二次においては，各授業を五つの視点毎に分けて進めることで学習内容を焦点化

する。これによって読みが苦手な子どもにとっても分かりやすい授業を展開し，その
時間で何を学習したのかを，まとめや振り返りを通して自覚できるようにする。  

 [視点２ ] 共に学び続けるための工夫  
  一人学びの時間を必ず設けることで，自分の考えをもつことができるようにする。
また，自分の考えを持つときにはその根拠となる叙述を明らかにしたり，考えに説得
力を持たせる理由付けをしたりすることを促す。さらに，持てた考えをもとに，ペア
やグループ，全体での話し合いに広げ，交流をとおして考えを深められるようにする。
その際，子どもたちの考えを図や表にして可視化したり，構造的な板書を工夫したり
することで，考えを分類，整理，比較したり，物語の全体像や心情の変化の様子を把
握したりできるようにする。  
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４ 単元の目標 

○ 比喩や反復などの表現の工夫に気付くことができる。    （知・技）（１）ク  
◎ 人物像や物語などの全体像を具体的に想像したり，表現の効果を考えたりすること

ができる。                         Ⅽ読（１）エ                                      
○ 文章を読んで理解したことに基づいて，自分の考えをまとめることができる。  

Ⅽ読（１）オ  
○ 言葉がもつよさに気付くとともに，幅広く読書をし，国語を大切にして，思いや考

えを伝え合おうとする。                           （学・人）  

５ 指導と評価の計画（９時間取り扱い） 

次  時  学習活動  教師のかかわり  評価規準［評価方法］  

一  １  

 

 

 

 

 

２  

○「五つの視点」を

理解し，単元の見

通しをもつ。  

 

 

 

〇教材文を読んで

内 容 の 大 体 を 捉

え，視点に沿って

初 発 の 感 想 を 書

く。  

○学習課題達成の

ために，どんな問

い を 解 決 し て い

くかを話し合う。 

・「ごんぎつね」をもとに「五つの

視点」を理解させ ,単元のゴール

を設定する。  

 

 

 

・物語を読む際の視点（物語の設

定や表現技法，心情の変化な

ど）も参考にしながら，初発の

感想を書けるようにする。  

 

・学習計画を示し，「リーフレットに

まとめる」（ゴール）までの見通し

をもたせる。  

 

 

 

 

 

 

思  「ごんぎつね」で

振り返ったことを

もとにしながら，初

発の感想を書いて

いる。  

［シート・発言］ 

二  ３  

 

 

４  

 

 

 

５  

 

 

 

 

６  

本

時  

 

 

７  

〇物語の設定を読

み取り，表にまと

める。  

○会話文の変化か

ら 中 心 人 物 の 心

情を読み取る。  

 

○情景描写とは何

かを知り，作品中

の 情 景 描 写 を 探

し て 中 心 人 物 の

心情を読み取る。 

○山場における中

心 人 物 の 行 動 に

ついて考え，中心

人 物 の 心 情 の 変

化をまとめる。  

○結末部の中心人

物 の 行 動 を 見 つ

め，作品の主題に

ついて話し合う。 

・作品の設定を表にまとめること

で，作品の全体像を視覚的に捉え

られるようにする。  

・センテンスカードを並べ替え，会

話が変化するきっかけに着目さ

せることで，大造じいさんの心情

の変化に気付けるようにする。  

・情景描写の文の必要性を話し合わ

せることで，情景描写の効果や大

造じいさんの心情に気付けるよ

うにする。  

 

・大造じいさんの行動について話し

合い，それを時系列の図に表すこ

とを通して心情の変化を捉えら

れるようにする。  

 

・結末部での大造じいさんの行動を

評価することを通して，作品の主

題を自分なりに考えられるよう

にする。  

思  作品の設定を表

にまとめている。  

［シート］  

思  会話文の変化か

ら，中心人物の心情

を読み取っている。 

［シート・発表］ 

知  情景描写に着目

し，その表現から登

場人物の心情を考

えている。  

［シート・発表］  

思  大造じいさんの

心情の変化を，一文

で書き表している。 

［シート・発表］  

 

思  作品の主題につ

いて，自分の考えを

書き表している。  

 ［シート・発表］ 

三  ８  

 

 

９  

〇作品の魅力につ

い て リ ー フ レ ッ

トにまとめる。  

〇リーフレットを

見合い，身に付け

た力を振り返る。 

・これまでに学習したことをもと
に，作品の魅力をリーフレットに
まとめるようにする。  

主  魅力を感じた場

面や言葉をはっき

りとさせ，まとめ

たことを友達と伝

え合っている。  

［リーフレット］  

 

 

〈学習課題〉  表現の工夫や効果に着目しながら，人物像や物語の全体像を
とらえ，物語のみりょくをリーフレットにしてまとめよう。  

－24－



６ 本時の学習（６／９） 

（１）目標  

中心人物の心情を図に表し，その変化のきっかけを考えることを通して，心情の変化を

自分の言葉でまとめることができる。  

（２）展開 

時間 学習活動  〇教師のかかわり  ◆評価［方法］ 備考 

７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

１  前時までの学習

を振り返り，本時

の め あ て を つ か

む。 

 

 

 

 

 

 

 

２  図を使って中心

人物の心情の変化

を捉える。  
 
（１） 心情の変化を

もたらしたもの

が何かについて

考える。（一人学

び）  
 
（２）考えを伝え合

う。（ペア・全体） 
 

 

 

 

 

 

３  心情の変化を自

分の言葉でまとめ

る。 

 

 

 

 

 

４  本時の学習を振

り返り，次時の見

通しをもつ。  

〇センテンスカードの並び替え（クイズ）を通し

て心情の変化を視覚的に捉えさせ，その変化

がどこで起きたのか（きっかけ）に意識を焦点

化できるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇第３場面の（山場）の叙述に着目させながら，

きっかけに当たる部分にサイドラインを引か

せる。選んだ根拠や理由付けも書き加えるこ

とで，自分の意見をはっきりと主張できるよ

うにする。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「はじめは～と思っていた大造じいさんが，～

をきっかけにして，終わりには～と思うよう

になった。」という表現の形を示し，本時の学

習を生かして自分の言葉でまとめられるよう

にする。  

◆大造じいさんの心情の変化を書いて表してい

る。            ［シート・発表］ 

 

○ 本時で感じた作品の魅力（言葉や文，文章，

書きぶり等）を振り返ることで，まとめのリー

フレットに生かすことができるようにする。  

センテ

ンスカ

ード 

 

ロイロ

ノート 

 

 

 

 

 

心情変

化の図 

 

 

教科書 

ワーク

シート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワーク

シート 

 

 

 

 

 

 

ワーク

シート 

 

大造じいさんの心情は，何をきっかけにしてどのように変わっていったのだろうか。  

〈視点１-③〉立ち止まって振り返る場  
〇「どこで大造じいさんの残雪に対する気持
ちが変わったのだろう」などの子どもたち
の疑問から，本時の課題を設定する。  

〈視点２ー①〉考えを表出し比較する場  
〇図を使って考えを可視化し，それぞれの子
どもの考えを比較できるようにする。  

 
 
 

<視点２ -② >納得解を生み出す根拠や理由付けの充実  

〇大造じいさんの心情が大きく変化した場

面について，その根拠や理由付けにこだわっ

た話し合いを展開することで，一人一人が言

葉への自覚を高めながら納得解を生み出すこ

とができるようにする。 
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【６年（書くこと）】 

伝えたいことを明確にして書こう 未来の自分へ『思い出アルバム』（「思い出を言葉に」） 

 指導者 藪 沙代子（八代市立八代小学校） 

 

本
時 

本単元で目指す子どもの姿 

集めた材料を整理したり，言葉を選んだりして，伝えたいことを明確にしな

がら，俳句や短歌，詩などに自分の思いを表現しようとする子ども。 

学習課題 
集めた材料を整理し，伝えたいことを明確にして書き，未来の自分へ『思

い出アルバム』を残そう。 

言葉による 

見方・考え方を 

働かせる 

視点１ 学びを自覚するための手立て 視点２ 共に学び続けるための工夫 

学びの土台 
これまで：書き表し方を工夫し，自分の考えが伝わるよう書く 
これから：材料を整理したり形式や表現を選んだりして，伝えたいことを明確にして書く 

言語活動 
未来の自分へ残す 

『思い出アルバム』を作る 

思考操作 
集めた材料を分類したり関係付けた
りする 

指導事項 
目的や意図に応じて，感じたことや考えたことなどから書く
ことを選び，集めた材料を分類したり関係付けたりして，伝
えたいことを明確にすること           B書くこと（１）ア 

＜立ち止まって振り返る場＞ 

どのようにして自分の伝えたいこと

を明確にしていったか、誰のどんな言葉

で考えが変わったり深まったりしたか

振り返らせるようにする。 

＜考えを表出し比較する場＞ 

タブレット端末を使って，児童と交流

し，どの出来事に注目して，どんな意味付

けや価値付けをしたか説明し合ったり，

意見を言い合ったりできるようにする。 

＜納得解を生み出す根拠や理由づけの充実＞ 

 友達と話し合ったことを基に，自分のイメージマップを改めて見直し，テーマにつ

いて再考したり，材料を付け加えたりして，一人一人が言葉への自覚を高めながら納

得解を生み出すことができるようにする。 
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第６学年１組 国語科学習指導案 
指導者  八代市立八代小学校   藪  沙代子  

１ 単元名   伝えたいことを明確にして書こう  未来の自分へ『思い出アルバム』 

「思い出を言葉に」（光村図書６年） 

２ 学習課題   集めた材料を整理し，伝えたいことを明確にして書き，未来の自分へ

『思い出アルバム』を残そう。  

 
  [指導事項 ]  目的や意図に応じて，感じたことや考えたことなどから書くことを選

び，伝えたいことを明確にすることができる。  B 書くこと（１）ア  

  [思考操作]  集めた材料を分類したり関係づけたりする。 

  [言語活動] 『思い出アルバム』を作る。 

３ 単元について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜児童観＞  
これまで子どもたちは日

常生活で感じたことや考え
たことを題材とし，俳句や
短歌，詩を書く活動をして
きている。繰り返しや反復，
比喩などの表現方法を使う
ことでより効果的に伝わる
ことを経験してきている。  
 しかし，語彙力に個人差
があり，自分の感じたこと
や考えたことを言葉で表現
することを苦手としている
子どもも多い。また，考えを
整理し，伝えたいことを明
確にして書くことを苦手と
している子どももいる。  

＜視点について＞  
 [視点１ ] 学びを自覚するための手立て  
第一次では，モデルとなる『思い出アルバム』をもとに，未来の自分へ今の自分の思

いを届けるという言語活動のイメージを持たせるようにする。これまで，子どもは日常
生活での出来事を題材とし，感じたことや考えたことを俳句や短歌，詩に表現する学習
をしてきている。短い言葉で表現するには，自分の伝えたいことを明確にする必要性や，
比喩や反復などの表現を工夫してきたことを想起させ，単元の学習課題を設定していく。 
第二次では，「どのようにして課題を解決していったか。」「どんな言葉に着目して，考

えを明確にしたり表現を工夫したりしたか。」「役に立った友達の考え」等，自らの学習
を振り返る場を設定する。その振り返りを共有する場を授業の導入や終末で設け，それ
ぞれの考え方のよさを問うたり，教師が価値づけたりすることで，学びの価値を自覚で
きるようにしていく。  
 [視点２ ] 共に学び続けるための工夫  
 印象に残った出来事を詳しく思い出させる際には，タブレット端末のイメージマップ  
を使って書く材料を集め，自分にとっての意味や価値について明確にしていく。自分の  
考えを可視化することで，友達との考えの違いに気付き，なぜそれを選んだのか，何を  
根拠にしているかのなど話し合う場を設定する。自分のテーマを短い言葉で表現したり，
比喩や反復などの表現方法を使いながら言葉を選んだりする場面では，自分の思いが伝
わるよう友達との対話を通して納得解を模索していく。なぜその言葉を選んだのか，そ
の言葉でいいのかなど，「言葉への見方・考え方」を働かせ，言葉にこだわり吟味するこ
とで，自分の作品へと生かしていけるようにする。  

＜教材観＞  
本教材の特徴としては次の通りである。  
・これまでの学校生活の中で一番印象に残
っている出来事を題材としている。  

・選んだ出来事が自分にとってどんな意味
や価値があるのか考え，伝えたいことを
明確にすることができる。  

・伝えたいことに合う俳句，短歌，詩とい
った比較的短い表現形式を自分で選択
できる。  

 以上の特徴から，感じたことや考えたこと
などから書くことを選び，集めた材料を分類
したり関係付けたりして，伝えたいことを明
確にすることができる教材であると言える。 
自分や友達の作った作品を一冊のアルバ

ムにし，未来の自分へのメッセージとなるよ
う『思い出アルバム』を作るという言語活動
を核に単元を構想する。  
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４ 単元の目標 

○ 比喩や反復などの表現の工夫に気づくことができる。    （知・技）（１）ク 
○ 目的や意図に応じて，感じたことや考えたことなどから書くことを選び，伝えたい

ことを明確にすることができる。                 Ｂ書（１）ア  
〇 言葉がもつよさを認識するとともに，国語の大切さを自覚して，思いや考えを伝え

合おうとする。                        （学・人）  

５ 指導と評価の計画（７時間取り扱い） 

次  時  学習活動  教師のかかわり  評価規準［評価方法］  

一  １  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○小学校生活をふ

り返り，印象に残

っ た 出 来 事 を 出

し合う。  

○モデルの『思い出

アルバム』をもと

に 単 元 の 見 通 し

をもつ。  

 

 

 

 

 

・予想される出来事の写真を用意し

ておき，なぜ印象に残っているか

出来事に対する自分なりの思い

があることに気づかせる。  

・これまで学習してきたことを生か

しながら俳句や短歌，詩などの形

式で表現し，未来の自分へ今の自

分の思いを届けるという言語活

動のイメージをもてるようにす

る。  

 

二  ２  

 

 

 

３  

本

時  

 

 

 

４  

 

 

 

５  

 

 

 

 

６  

 

○印象に残ってい

る 出 来 事 を 詳 し

く思い出し，書く

材料を集める。  

○選んだ出来事に

対 す る 自 分 に と

っ て の 意 味 や 価

値を考え，最も伝

え た い こ と を 明

確にする。  

〇伝える内容に合

った表現形式を

選び，簡単な文章

にする。  

○表現を工夫して，

選んだ形式にま

とめる。  

 

 

○友達と読み合っ

て，推敲して清書

する。  

・自分や周りの人がしたこと，交わ

した言葉やその時の思いなど，タ

ブレット端末のイメージマップ

に書き出すようにする。  

・選んだ出来事に対する自分にとっ

ての意味や価値を短い言葉で表

現したり，友達との対話を通して

意味や価値を再考したり，材料を

整理したりして，伝えたいことを

明確にできるようにする。  

・俳句や短歌・詩などの形式や特徴

を確認する。  

・自分のテーマが伝わるよう，丁寧

に文章化するよう伝える。  

・比喩や反復，語順など，伝えたい

ことが効果的に伝わるよう表現

を工夫させる。  

 

 

・読んでどんな思いが伝わってきた

かを交流し，修正する場所を見つ

けさせる。  

思印象に残っている

出来事とそれに対

する意味や価値を

書き出し，伝えたい

ことを明確にして

いる。  

［イメージマップ］  

 

 

 

思伝えたいことを表

現するのに適した

形式を選んでいる。 

［シート，振り返り］ 

知比喩や反復，語順

などどのような表

現の工夫をすると

効果的か理解して

いる。［振り返り］  

主伝えたいことを明

確にすることに粘

り強く取り組み ,学

習の見通しをもっ

て書こうとしてい

る。  

［シート・振り返り］ 

三  ７  〇仕上げた作品を

クラス全体で読

み合って ,感想を

伝える。  

・互いの表現のよさを中心にして感
想交流することで ,自分の作品の
よさに気づかせる。  

・伝えたいことを明確にするために
どのような学習をしてきたのか
を振り返らせ ,今後に生かしてい
くようにする。  

思書いた作品を読み

合い ,感想や意見を伝

え合って自分の作品

のよいところを見つ

けている。  

［シート・振り返り］  

 

〈学習課題〉集めた材料を整理し，伝えたいことを明確にして書き，未
来の自分へ『思い出アルバム』を残そう。  
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６ 本時の学習（３／７） 

（１）目標  

選んだ出来事に対する意味や価値を短い言葉で書き出して整理することを通して ,何

を中心にして書くか伝えたいことを明確にすることができる。  

（２）展開 

時間  学習活動  〇教師のかかわり  ◆評価［方法］  備考 

１０ 
 
 
 
 

 
 
 
１０ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１０ 
 
 
 
 
 
 
 
１０ 

 
 
 
 
 
５ 

１  前時の学習を振
り返り，本時の課
題を捉える。  

 
 
 
 
 
２  選 ん だ 出 来 事
が，自分にとって
どんな意味や価値
が あ る の か を 考
え，材料を整理す
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
３ 友達と交流し,
自分が考えたテー
マや選んだ材料に
ついて伝え合う。  

 
 
 
 
４  自分が最も伝え
た い こ と を 見 直
す。 

 
 
 
５  本時の学習を振
り返り，次時の見
通しをもつ。  

 

○教師の作成したモデルの詩を提示し，この詩の
テーマ（自分にとっての意味や価値を短い言葉
で表現したもの）は何かを考えさせることで，
本時は自分のテーマを明確にしていくという
見通しを持たせるようにする。  

 
 
 
〇前時に作成したイメージマップに書き出した
材料（自分や周りの人がしたこと，かけられた
言葉，その時考えたこと）から，今の自分にと
って一番大きな意味や価値をもっているもの
に注目させ，自分のテーマを考えるようにす
る。テーマが決まらない児童やどんな言葉で表
現すればよいか分からない児童には，テーマ例
から選択してもよいことを伝える。  

○テーマが決まったら，イメージマップに書き出
した材料から，詩や俳句，短歌に入れたい中心
になる材料を選ぶようにする。その際，選んだ
材料が分かるよう，枠に色をつけておくように
する。新たに付け加えたいことがある場合は，
イメージマップに付け足すよう助言する。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆選んだ出来事に対する意味や価値を選び，短い
言葉で表現し，最も伝えたいことを明確にして
いる。        ［イメージマップ］  

モデル
の詩 
 
 
 
 
 
 
タブレ
ット端
末 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ふり返
りシー
ト 
 

  

自分が最も伝えたいことは何だろう。 

〈視点２ー①〉考えを表出し比較する場  
○タブレット端末に公開された全員のイメー
ジマップを見て，同じ出来事や同じテーマ
を選んでいる児童と交流できるようにす
る。どの出来事に注目して，どんな意味付け
や価値付けをしたか説明し合ったり，意見
を言い合ったりできるようにする。 

〈視点１ー③〉立ち止まって振り返る場  
〇振り返りの観点を提示し，どのようにして
自分の伝えたいことを明確にしていった
か，誰のどんな言葉で考えが変わったり深
まったりしたか振り返らせるようにする。  

〈視点２ -②〉納得解を生み出す根拠や理由づけの充実  
〇友達と話し合ったことを基に，自分のイメ
ージマップを改めて見直し，テーマについ
て再考したり，材料を付け加えたりして，一
人一人が言葉への自覚を高めながら納得解
を生み出すことができるようにする。  
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【１年（読むこと）】 

いろんなちがいを見つけて，『どうぶつの赤ちゃん びっくりずかん』をつくろう（「どうぶつの 赤ちゃん」）  

 指導者 緒方 傑（熊本市立桜木小学校） 

 

＜立ち止まって振り返る場＞ 

はかせ日記で，今日の発見（学びやつな

がり）やびっくり・気になるポイントを

書き溜め，次時の課題設定や「びっくり

ずかんづくり」に生かせるようにする。 

本
時 

本単元で目指す子どもの姿 

比べながら読むことで情報と情報の結び付きやその違いに目を向け，新たな発見や驚き

があることに気づき，また，他者と交流する中でお互いの考え方や視点の違いを楽しみな

がら理解を深めていく子ども。 

＜考えを表出し比較する場＞ 
「ライオンとしまうまの赤ちゃんで
は，どちらの方が強いか」の問いに，ロ
イロノートの色カードを使って自分の
立場を示すことで，子ども同士の思考
のずれを可視化し本文を基に比較しな
がら考えを交流できるようにする。 

＜納得解を生み出す根拠や理由づけの充実＞ 
比較の視点ごとに板書を構造化することで，考えの根拠となる本文の言葉を明らか

にして理由づけを行い吟味できるようにする。その際，子どもたちの生活経験や身近

なものとの比較を促したり実際に演じたりすることで，一人一人が言葉への自覚を高

めながら納得解を生み出すことができるようにする。 

学習課題 
「どうぶつの赤ちゃん」の様子を比べながら読み，いろんなちがいを見つけ
て，『どうぶつの赤ちゃん びっくりずかん』をつくろう。 

言葉による 

見方・考え方を 

働かせる 

視点１ 学びを自覚するための手立て 視点２ 共に学び続けるための工夫 

学びの土台 
これまで：問いや答えなど大事な言葉を捉えて，説明の順序に気をつけながら読む 
これから：比べながら読むことで情報と情報の関係を捉え，重要な語や文を選び出すことができる  

言語活動 
『どうぶつの赤ちゃん びっくりずか
ん』をつくってみんなで読み合う 

思考操作 
「どうぶつの赤ちゃん」の様子を比
べながら読む 

 

指導事項 
文章の中の重要な語や文を考えて選
び出すこと C読むこと（１）ウ 
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第１学年２組 国語科学習指導案 
指導者  熊本市立桜木小学校   緒方  傑  

１ 単元名  いろんなちがいを見つけて，『どうぶつの赤ちゃん びっくりずかん』をつくろう 

「どうぶつの赤ちゃん」（光村図書１年） 

２ 学習課題   「どうぶつの赤ちゃん」の様子を比べながら読み，いろんなちがいを

見つけて，『どうぶつの赤ちゃん  びっくりずかん』をつくろう。  

  [指導事項] 文章の中の重要な語や文を考えて選び出すことができるようにする。  

C 読むこと（１）ウ  

  [思考操作] 「どうぶつの赤ちゃん」の様子を比べながら読む。 

  [言語活動] 『どうぶつの赤ちゃん  びっくりずかん』をつくってみんなで読み合う。  
 
３ 単元について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜教材観＞  
本教材の特徴としては次の通りである。  
・ライオンとしまうま，カンガルーの赤ちゃんと
いう対照的な事例を比較することで，動物の
赤ちゃんの様子の違いが分かりやすい。  

・冒頭で二つの問い（「生まれたばかりの様子」
「大きくなっていく様子」）が示され，その問
いに答えるかたちでそれぞれの動物の事例が
説明されており，問いと答えの関係に子ども
も気づきやすい文章構造である。  
以上の特徴から，事例を比較して読むことで比

べている観点や文章構造に気づきながら，動物の
赤ちゃんの様々な違いに驚き，他の動物について
も知りたいと追求したくなる教材であると言え
る。それぞれが思った驚きや疑問の違いを共有し
ていくなかで対話が生まれていくことが期待さ
れる。そのような学びを生み出すために，『どう
ぶつの赤ちゃん  びっくりずかんづくり』という
言語活動を核にした単元を構想する。  

＜児童観＞  
 子どもたちは，これまで１年
「さとうとしお」「どうやって
みをまもるのかな」「いろいろ
なふね」で問いや答えなど大事
な言葉を捉えて，説明の順序に
気をつけながら読むことを経
験している。  
 そのような学習を通して，読
んで大事な言葉を見つけたり
内容の大体を捉えたりするこ
とは，ほとんどの子どもができ
るようになってきている。しか
し，事例を比べながら読み，情
報と情報の関係について考え
られる子どもはまだ少ない。  

＜視点について＞  
 [視点１ ] 学びを自覚するための手立て  
  第一次においては，既習教材の「どうやってみをまもるのかな」で教師が作成した
クイズや言語活動モデルを提示し，様々な動物の赤ちゃんを比べて違いや驚きを見つ
けながら図鑑を作っていくことを共有していく。既習事項やそれぞれの読書生活を想
起しながら，これまでの学びと本単元での学びがどのようにつながっているかを自覚
できるようにしていく。さらに，『どうぶつの赤ちゃん  びっくりずかん』をつくるた
めに必要な視点や考え方について子ども同士で話し合わせながら，上記のような学習
課題を設定していく。  
第二次においては，毎時間授業の最後に「はかせ日記」を書き，自らの学習を振り

返る場を設定する。図鑑の書き手として，今日の発見（学びやつながり）やびっくり・
気になるポイントを書き溜め，次時の課題設定や「びっくりずかんづくり」に生かせ
るようにする。また，その振り返りを共有する中で，それぞれの考え方の良さを問う
たり，教師が価値づけたりすることで，学びの価値を自覚できるようにしていく。  

 [視点２ ] 共に学び続けるための工夫  
  動物の赤ちゃんの様子を捉える際「 A と B ではどちらが〜か ?」と問い，ロイロノー
トの色カードを使って自分の立場を示させる。子ども同士の思考のずれから違いを比
べたり，「○の方が〜。だって…。」等本文の言葉を基に自分の考えを語ったりするこ
とで，互いの考えの妥当性を検討していく場を設定する。  
特に，比較の視点ごとに板書を構造化することで，考えの根拠となる本文の言葉

を明らかにして理由づけを行い吟味できるようにする。その際，子どもたちの生活
経験や身近なものとの比較を促したり実際に演じたりすることで，そうした比較検討
の場で働かせた「言葉による見方・考え方」を価値づけ，一人一人が言葉への自覚を
高めながら納得解を生み出すことができるようにする。  
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４ 単元の目標 

◎ 共通，相違，事柄の順序など情報と情報との関係について理解することができる。  
（知・技）（２）ア  

○ 読書に親しみ，いろいろな本があることを知ることができる。  （知・技）（３）エ  
○  時間的な順序や事柄の順序などを考えながら，内容の大体を捉えることができる。  

Ⅽ読（１）ア  
◎ 文章の中の重要な語や文を考えて選び出すことができる。      Ⅽ読（１）ウ  
〇 文章を読んで感じたことや分かったことを共有することができる。 Ｃ読（１）カ  

 ○ 学習の見通しをもち，文章内容を比べながら粘り強く読むことで，本から得たこと  
を友達に知らせようとする。                 （学・人）  
 

５ 指導と評価の計画（１０時間取り扱い） 

次  時  学習活動  教師のかかわり  評価規準［評価方法］  

一  １  
 
○どうぶつクイズ
を 基 に 単 元 の 見
通しをもつ。  

 
 
 
 
〇教材文を読み内
容の大体を捉え，
初 め て 知 っ た こ
と や も っ と 知 り
たいことを書く。 

・指導者作成のクイズをもとに，
「どうぶつずかん」を提示して
言語活動のイメージをもてるよ
うにする。  

 
 
 
・指導者作成の「学びの山」を活用
して学習計画を立てることで，毎
時間単元の見通しを持ちながら
学ぶことができるようにする。  

 
 
 
 
 
 
 
思  時間的な順序や
事柄の順序などを
考えながら，内容の
大体を捉えている。
［学びの山］  

二  ２  
３  
 
 
 
４
５  
本
時  
 
 
 
 
 
 
 
 
６  
７  

〇ライオンと人間
の赤 ち ゃ んを 比
べながら読む。  

 
 
〇ライオンとしま
うまの赤ちゃん
を比べながら読
む。  

 
 
 
 
 
 
 
 
〇カンガルーの赤
ちゃんをライオ
ンとしまうまの
赤ちゃんと比べ
ながら読む。  

 

・ライオンと人間の赤ちゃんの共通
点や相違点を出し合い，比べてい
る観点や文章構造に気づくこと
ができるようにする。  

 
・「生まれたばかりの赤ちゃんでは，
どちらの方が強いか」と問い，ロ
イロノートでそれぞれの立場や
思考のずれを可視化する。  

・「〜の方が強い」という意見に対し
て問い返すことで，本文を根拠に
比較できるようにする。  

・生活経験や身近なものとの比較を
促し，びっくりずかんにつながる
驚きや疑問を価値づけ，一人一人
納得解を生み出せるようにする。 

 
・「生まれたばかりの赤ちゃんでは，
どちらの方が甘えん坊か」と問
い，比べている観点を基に本文を
根拠にした比較を促す。  

・これまでの学習の振り返りやびっ
くりポイントを見直すことで，比
べて読むよさや自己の読みの変
容を自覚できるようにする。  

 
知  共通，相違，事柄
の順序など情報と
情報との関係につ
いて理解している。
［シート］  

 
思  文章の中の重要
な語や文を考えて
選び出している。
［シート］  

 
思  文章を読んで感
じたことや分かっ
たことを共有して
いる。［シート・発
言］  

 
主文章内容を比べな
がら粘り強く読む
ことで，学習課題に
沿って考えをまと
めている。  

［シート・振り返り］ 

三  ８  
９  
 
 
 

10 

〇動物の赤ちゃん
について調べ，必
要な情報を書き
抜いてまとめる。 

 
〇『びっくりずか
ん』を読み合い，
身に付けた力を
振り返る。  

・シートを基に，比べている観点を
明確にして調べ学習に取り組む
よう指導する。  

 
 
・「〜と比べて…」等，友達と読み合
うなかで，共通点や相違点を見つ
けるように促す。  

 
知  読書に親しみ，
いろいろな本があ
ることを理解して
いる。［シート］  

〈学習課題〉「どうぶつの赤ちゃん」の様子を比べながら読み，いろんな  

ちがいを見つけて，『どうぶつの赤ちゃん  びっくりずかん』をつくろう。  
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６ 本時の学習（５／１０） 

（１）目標  

「ライオンとしまうまの赤ちゃんでは，どちらの方が強いか」その理由について話し合

うことを通して，それぞれの動物の赤ちゃんの様子を比べながら読むことができる。  

（２）展開 

時間  学習活動  〇教師のかかわり  ◆評価［方法］ 備考 

７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 

 

 

２０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 

１ 前時の学習を振

り返り，本時の課

題を捉える。  

 

 

 

 

 

 

２ 二つの事例を音

読し，内容の大体

を捉える。  

３ ライオンとしま

うまの赤ちゃんは

どちらが強いか話

し合う。  

（１）個人で考える。 

 

 

 

（２）全体で交流す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 本時の学習を振

り返り，はかせ日

記を書く。 

○「学びの山」や「はかせ日記」を基に学習を

振り返り，本時では何を比べながら読むのか

見通しを持てるようにする。 

○「赤ちゃんでは，ライオンとしまうまどちら

が強いか」と問い，子どもの思考のずれから

違いを比べるという本時の課題を設定する。  

 

 

 

〇ライオンとしまうまの赤ちゃんはどちらが強

いのかと視点を持って音読するよう促す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○本文の比べている観点を基に理由づけしてい

る子どもの発言を価値づけ，複数の視点から

多角的に検討することができるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
○びっくりずかんの書き手として「はかせ日記」

を書くことで，『どうぶつの赤ちゃん  びっく
りずかん』づくりへ見通しを持ちながら学習

の振り返りができるようにする。  
◆比べている観点を基に，それぞれの動物の赤

ちゃんの違いを捉えている。［発言・ワークシート］ 

 

 

学びの山 

 

 

 

 

 

 

 

 

教科書  

挿絵  

 

ロ イ ロ ノ ー ト 

 

 

 

 

ワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークシート 

  

ライオンとしまうまの赤ちゃんでは，どちらの方が強いのだろう。  

〈視点１-③〉立ち止まって振り返る場  
〇はかせ日記で，今日の発見（学びやつなが
り）やびっくり・気になるポイントを書き
溜め，次時の課題設定や「びっくりずかん
づくり」に生かせるようにする。  

〈視点２ー①〉考えを表出し比較する場  
〇「ライオンとしまうまの赤ちゃんでは，ど
ちらの方が強いか」の問いに，ロイロノー
トの色カードを使って自分の立場を示す
ことで，子ども同士の思考のずれを可視化
し本文を基に比較しながら互いの考えの
妥当性を検討していくことができるよう
にする。  

<視点２ -② >納得解を生み出す根拠や理由付けの充実  
〇比較の視点ごとに板書を構造化すること
で，考えの根拠となる本文の言葉を明らか
にして理由づけを行い，吟味できるように
する。その際，子どもたちの生活経験や身
近なものとの比較を促したり実際に演じ
させたりすることで，一人一人が言葉への
自覚を高めながら納得解を生み出すこと
ができるようにする。  
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【２年（書くこと）】 

ぴったりな言葉をえらんで，『自分だけの詩』を作ろう（「見たこと、かんじたこと」） 

 指導者 井出 愛子（山鹿市立山鹿小学校） 

 

本
時 

本単元で目指す子どもの姿 

題材からイメージを広げて言葉を集め，心が動いたことを詩に表す活動を通して，進ん

で身近にある詩を読んで親しんだり，心が動いたことを作品に表したりする子ども。 

学習課題 
集めた言葉の中から，書きたいことを見つけ，「自分だけの詩」を作ろう。 

言葉による 

見方・考え方を 

働かせる 

視点１ 学びを自覚するための手立て 視点２ 共に学び続けるための工夫 

学びの土台 
これまで：経験したことや想像したことから書きたいことを見つけ，伝えようとする 
これから：伝えたいことを，言葉を選んだり並べたりして詩に表すことを楽しもうとする 

言語活動 
 

「自分だけの詩」を作る 
 

思考操作 
集めて選んだ言葉から短文を作り，
順序を考えて並べ替える 

 

指導事項 
経験したことや想像したことなどか
ら書くことを見つけること 

Ｂ書くこと（１）ア 

＜立ち止まって振り返る場＞ 

詩に書きたいことはあるが，どうやって

書いたらよいかわからないといった子ど

もたちの困りごとを取り上げ，本時の課

題を設定する。 

＜納得解を生み出す根拠や理由づけの充実＞ 

モデルを示して学んだ詩の作り方を基に，題材についてペアで話し合い，題材のイ

メージを理由を交えて伝え合って確かめることで，一人一人が言葉への自覚を高めな

がら納得解を生み出すことができるようにする。 

＜考えを表出し比較する場＞ 

「くりひろい」という言葉から想像する言葉を，友達と

出し合うことで，いろいろな感じ方があることを知る。

また，言葉を使った短文を順序を考えて並べ替えること

で詩が作れることを捉えさせる。 
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第２学年１組 国語科学習指導案 
指導者  山鹿市立山鹿小学校   井出  愛子  

１ 単元名   ぴったりな言葉をえらんで，『自分だけの詩』を作ろう 

「見たこと，かんじたこと」（光村図書２年） 

２ 学習課題   集めた言葉の中から書きたいことを見つけ，「自分だけの詩」を作ろう。  

     

  [指導事項 ] 経験したことや想像したことなどから書くことを見つけたりすること  

ができるようにする。 B 書くこと（１）ア 

  [思考操作]  集めて選んだ言葉から短文を作り，順序を考えて並べ替える。  

  [言語活動] 「自分だけの詩」を作る。  

  

３ 単元について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜教材観＞  
本教材の特徴としては次の通りである。  
・この教材は，２年生が作った詩が３作品紹
介されており，言葉の響きや簡潔な表現
が親しみやすい内容である。  

・前時の「ようすをあらわすことば」で学習
した表現や，五感を使って感じたこと，気
持ちを表す表現を用いて詩に表す活動で
ある。  
以上の特徴から，作品を通した見方の新鮮

さや自分の身近でも起きそうな親しさの実
感から，児童は詩を身近で楽しいものに感じ
て，詩を作る活動に意欲をわかせると考えら
れる。そのような学びを生み出すために，「自
分だけの詩」を作るという言語活動を核にし
た単元を構想する。  

＜児童観＞  
 子どもたちは，これまで
ものの見方や感じ方を豊か
にするために，「きせつのこ
とば」を学習し，「かんさつ
名人になろう」でていねい
に観察したことを，文章に
ま と め る 経 験 を 積 ん で い
る。また，「ようすをあらわ
すことば」を学習している。 
 こどもたちは，いろいろ
な言葉に親しみを持って言
葉集めをするが，そこから
詩を作るのが難しい実態が
ある。  
 

＜視点について＞  
 [視点１ ] 学びを自覚するための手立て  

第一次においては，「詩を書きたいが，どうやって書いたらいいだろう。」「どん
な言葉を選んだらいいだろう。」「どこで困ったり迷ったりしたか。」等，自らの学
習を振り返る場を設定する。その振り返りを共有する場を授業の導入や終末等で設け，
それぞれの考え方のよさを問うたり，教師が価値づけたりすることで，学びの価値を
自覚できるようにしていく。  
第二次においては，身近にある自然や経験を図や写真，動画で提示し，そこから思

いつく言葉を挙げ，どう心が動いたかを表現していくことを共有していく。その際，
見たことをくわしく表す言葉，五感を使って感じたことを表す言葉，気持ちを表す言
葉，様子を表す言葉といった既習事項を想起しながら，詩とは，作文と比べて短く表
す表現であることを捉え，これまでの学びと本単元での学びがどのようにつながって
いるかを自覚できるようにしていく。さらに，『自分だけの詩』を作るために必要な視
点や考え方について子ども同士で話し合わせながら，上記のような学習課題を設定し
ていく。  

 [視点２ ] 共に学び続けるための工夫  
  身近な出来事や体験を振り返って思い出し，詩の題材とする際に，子ども同士の
考えや思考の違いや共通点を可視化するために，それぞれが考えた言葉を出し合
い，五感や気持ちごとに「言葉の分類図」に分類していく。それらを比較しながら，
さらに詩に使いたい言葉を，その理由を挙げながら選び，ぴったりな言葉の根拠と
なるようにする。そして，学習した詩の表現と組み合わせて，詩を実際に書くこと
へとつなげていけるようにする。 
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４ 単元の目標 

 ○ 身近なことを表す語句の量を増し，話や文章の中で使うことができる。     
（知・技）（１）オ  

○ 経験したことや想像したことなどから書くことをみつけることができる。     
Ｂ書（１）ア  

〇 積極的に経験したことや想像したことなどから書くことを見つけ，これまでの学習
をいかして詩を書こうとする。                （学・人）  

 

５ 指導と評価の計画（６時間取り扱い） 

次  時  学習活動  教師のかかわり  評価規準［評価方法］  

一  １  

 

 

 

 

 

 

 

 

○生活の中で心が

動 い た こ と を 振

り返る。  

○Ｐ９８の三つの

詩を音読する。  

 

 

 

 

・日常生活の中で心が動いたことを

考えさせることで，詩に表す経験

をみつける準備をさせる。  

・声に出して読むことで ,短い言葉

の組み合わせから共感すること

や，言葉の響きの楽しさを体感

し，詩に興味をもたせておく。  

 

 

知  心の動きや伝え

たいことの様子を

的確に探している。 

［ワークシート］  

二  ２   

 

 

 

 

 

 

３  

本

時  

 

 

〇Ｐ９８の三つの

詩を読み，表現の

工夫や「たいせ

つ」に書かれたこ

とをたしかめる。 

 

 

〇「くりひろい」か

ら想像する言葉

から短文を作り，

ペアで一つの 詩

を書く。  

 

・三つの詩から，心の動きや様子が

分かる言葉をみつけて，詩の表現

の工夫に気づけるようにする。  

 

 

 

 

・モデルを示して学んた詩の作り方

を基に，表したい言葉を理由をつ

けて選び出してまとめていく姿

を価値づけ，一人一人が言葉への

自覚を高めながら納得解を生み

出せるようにする。  

知  詩 を 書 く た め

に，心の動きや伝え

たいことの様子を

的確に表す言葉の

よさをみつけてい  

る。                               

［ワークシート］  

 

思  言 葉 を 集 め た

り，短文を並べたり

して詩を作ってい

る。  

［シート・振り返り］ 

三  ４  

５  

 

 

 

 

６  

〇これまで学習し

た表現の工夫を

使って詩を書く。 

 

 

 

〇友達の書いた詩

を読み、感想を伝

え合う。  

・教科書の詩の表現を参考にした
り，「ようすをあらわすことば」で
学習したことを振り返ったりし
て，読む人に伝わるような表現の
工夫をするとよいことを伝える。 

 

・互いの作品のよさを見つけ合うこ

とを伝える。  

思  経験したことか

ら書く材料を集め，

表現の工夫を使っ

て詩を書いている。 

  ［作品］  

 

主  積極的に，友達

の作品を読み ,その

よさに気づいて，伝

えようとしている。 

 

 

 

 

 

 

〈学習課題〉  集めた言葉の中から，書きたいことを見つけ，  
「自分だけの詩」を作ろう  
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６ 本時の学習（３／６） 

（１）目標  

集めた言葉をもとに，短文を作り，並べ替えることを通して，詩の書き方を知ることが

できる。  

（２）展開 

時間  学習活動  〇教師のかかわり  ◆評価［方法］  備考 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

１  前時の学習を振

り返り，本時の課

題を捉える。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 「くりひろい」で 

思いつく言葉を出

し合う。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 「くりひろい」に

ついてペアで話し

合い，詩を作る。  

 

  

 

 

 

 

 

 

４  本時の学習を振

り返り，次時の見

通しをもつ。  

〇詩の題名あてクイズをし、詩を作る上でたい

せつなことを確認し，見通しをもたせ，自分達

も書いてみたいと思えるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇自分の詩を作る前に，身近な言葉に注目し，児

童が体験したことをもとに自由に言葉を出し

合わせる。その際，五感や感じたことをもとに

表していることに気づかせる。そしてモデル

の詩の提示から，詩を作る時の視点に気づか

せる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆集めた言葉の中から，最も表したい言葉を選

んで短文を作 り ， 詩を完成させ てい る。       

［発言・ワークシート］ 

○本時で学習したことを詩づくりにどのように

生かすとよいかを振り返り，次の学習で自分

の詩を書く見通しを持たせる。  

詩の例  

 

たいせつ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークシー

ト  

言葉の分類

図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

短冊 

 

 

 

  

「くりひろい」の詩をつくって、詩の書き方を知ろう。  

。 

〈視点１-③〉立ち止まって振り返る場  
〇「どんなことを詩にしてみたいですか。」と
いう問いに「体験してびっくりしたことを
書きたい。」「大好きな○○について書きた
い。」「でも，どうやって書いたらいいかな。」
といった児童の素直な反応を取り上げて，
以下のような課題を設定する。  

〈視点２ー①〉考えを表出し比較する場  
〇「くりひろい」から，秋の森の様子，イガを
踏んだ時の音，中から出てきた栗，ひろう楽
しさ，友達との会話の様子など，友達と言葉
を出し合うことで，いろいろな感じ方があ
ることを知り，その中から言葉を選んで短
文を作り，順序を考えて並べ替える活動を
通して，詩を書き表すとよいことを捉えさ
せる。 

 
 
 
 

<視点２ -② >納得解を生み出す根拠や理由付けの充実  
〇モデルを示して学んだ詩の作り方を基に，
ペアで表したい言葉を理由をつけて選び
出してまとめていく姿を価値づけること
で，一人一人が言葉への自覚を高めながら
納得解を生み出すことができるようにす
る。 

－37－



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【４年（読むこと）】 

興味を持ったところを中心に要約し、「紹介カード」を作って紹介しよう（「ウナギのなぞを追って」） 

 指導者 木下 晃司（あさぎり町立上小学校） 

 

学習課題 
調査結果と予想の関係に着目して，調査内容を捉え，興味をもったところをまと

めて「紹介カード」を作り紹介しよう。 

視点１ 学びを自覚するための手立て 視点２ 共に学び続けるための工夫 

学びの土台 
これまで：まとまりごとに中心となる語や文を確かめ，要約する 
これから：興味を持ったところを中心に要約する 

本
時 

本単元で目指す子どもの姿 
興味を持った内容の中心となる語や文を選んで要約した文を紹介し合うことで，一人一人の
感じ方の違いやそのよさに気付き，多面的に物事を捉えようとする子ども。 

言葉による 

見方・考え方を 

働かせる 

言語活動 
興味を持ったところをまとめて「紹介
カード」を作り，紹介しよう 

 

思考操作 
 

調査結果と予想とを関連付ける 
 

指導事項 
目的を意識して，中心となる語や文を
見つけて要約すること 

C読むこと（１）ウ 

＜立ち止まって振り返る場＞ 

長年の調査の理由について，「何に注目するこ

とでどんなことが分かったのか」というフレ

ームに沿ってふり返ることで，興味をもった

ところにおける中心となる語句について自覚

することができるようにする。 

＜考えを表出し比較する場＞ 

子どもたちの意見をロイロノートで共

有し，興味の中心を視点としてシンキ

ングツールで分類することで，同じ視

点の意見を吟味できるようにする。 

＜納得解を生み出す根拠や理由づけの充実＞ 

興味の中心ごとに，考えの根拠となる言葉や文を吟味し，調査に長い年月がかかった理由に迫

っていけるようにする。根拠や理由の共通点や相違点を考える中で，筆者の努力，予想と結果

の連続，順序を追った調査などに気付きながら納得解を生み出せるようにする。 
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第４学年１組 国語科学習指導案 
指導者  あさぎり町立上小学校   木下  晃司  

１ 単元名   興味を持ったところを中心に要約し，「紹介カード」を作って紹介しよう  

「ウナギのなぞを追って」（光村図書４年） 

２ 学習課題   筆者の調査と予想の関係に注目して，調査内容を捉え，興味を持った

ところをまとめて『紹介カード』を作り紹介しよう。  

  [指導事項] 目的を意識して，中心となる語や文を見つけて要約することができるよ

うにする。                 C 読むこと（１）ウ 

  [思考操作] 調査結果と予想とを関連付ける。 

  [言語活動] 興味をもったところをまとめて『紹介カード』を作り紹介する。 

 

 ３ 単元について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜教材観＞  
本教材の特徴としては次の通りである。  
・教材は筆者の調査報告文となっており，予想を
もとに調査が進められ、それをもとに事実が
積み重ねられて考察してある。  

・調査以外にも，ウナギの生態，長年にわたる研
究における地道な努力など，多様な要素が含
まれている。  
以上の特徴から，一人一人の興味をもとに内容

をまとめるとともに，それらを紹介し合い互いの
感じ方の違いやよさに気付くことができる教材
であると言える。８０年近く調査に時間がかかっ
たことが子どもの感想から疑問として出てくる
ことが予想される。その理由を共有し比較してい
く中で，それぞれの興味の中心が明らかになって
いくことが期待される。そのような学びを生み出
すために，興味を持ったところをまとめて紹介し
ようという言語活動を核にした単元を構想する。 

＜児童観＞  
 子どもたちは，これまで
４年生の１学期に「要約す
るとき」の単元で要約の方
法を知り，「世界にほこる和
紙」でまとまりごとに中心
となる語や文を選び，要約
する経験をしている。  
 そ の よ う な 学 習 を 通 し
て，まとまりごとに中心と
なる語や文を見つけること
は，ほとんどの子どもがで
き る よ う に な っ て き て い
る。しかし，自分の興味を持
ったところの中心となる語
や文を確かめて要約できる
子どもはまだ少ない。  
 

＜視点について＞  
 [視点１ ] 学びを自覚するための手立て  
  第一次においては，既習教材の「思いやりのデザイン」「世界にほこる和紙」におい
て，何のために要約するのか，相手や分量によって要約の仕方がかわることをふり返
る。また，興味をもったところをまとめた言語活動モデルを提示し，既習事項との違
いから上のような学習活動を設定する。  
第二次においては，調査に長い年月がかかった理由について，自らの学習を振り

返る場を設定する。その際に「何に注目することで，どんなことが分かったのか」
という話型を活用し，興味をもった中心をより明確にしていくことで，学びを自覚
できるようにしていく。  

 [視点２ ] 共に学び続けるための工夫  
  「中」の調査過程を読み進める際に，調査に長い年月がかかった理由について考
えた子どもたちの意見を，「X チャート」のシンキングツールを使って，「レプトセ
ファルス」「たまご」「調査」など，子どもたちの興味の中心を視点に分類する。視
点ごとに分けられた理由を比較し，根拠や理由の相違点や共通点を考えたり，根拠
となる叙述の妥当性を検討したりする場を設定する。特に，「調査」の視点では，
「ぱったりととれなくなっているのです」などの叙述に注目することで，調査への
努力や試行錯誤の過程に気付くことができるようにする。その際，調査結果と予
想，さらには資料を関係付けることで，そうした比較検討の場で働かせた「言葉に
よる見方・考え方」を価値づけて，一人一人が言葉への自覚を高めながら納得解を
生み出すことができるようにする。  
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４ 単元の目標 

○ 様子や行動を表す語句の量を増やし，話や文章の中で使い，語彙を豊かにすること
ができる。                       （知・技）（１）オ 

◎ 目的を意識して，中心となる語や文を見付けて要約することができる。  
                                 Ⅽ読（１）オ  
○ 文章を読んで理解したことに基づいて，感想や考えをもつことができる。  

  Ⅽ読（１）オ 
○ 文章を読んで感じたことや考えたことを共有し，一人一人の感じ方などに違いがあ

ることに気付くことができる。                 Ⅽ読（１）エ  
〇 文章を読んで理解したことに基づいて感想をもち，興味をもったところを紹介する

文を書いて伝え合おうとする。                  （学・人）  

５ 指導と評価の計画（８時間取り扱い） 

次  時  学習活動  教師のかかわり  評価規準［評価方法］  

一  １  

 

 

 

 

 

 

２  

 

○紹介カードをも

と に 単 元 の 見 通

しをもつ。  

〇教材文を読み初

発の感想を書く。 

 

 

○感想を出し合う

ことで，興味の中

心を確かめる。  

○大まかな文章構成

と内容を捉える。  

・指導者作成の「世界にほこる和

紙」の「紹介カード」を提示し

て，言語活動のイメージをもて

るようにする。  

 

 

 

・「なぜ調査に８０年近くかかった

のか」について，子どもたちから

出た感想をグルーピングするこ

とで，「興味の中心」を明らかに

し，「中」を読み取っていくための

必要感をもてるようにする。  

 

 

 

 

 

 

 

思初発の感想を共有し
て，興味をもったと

こ ろ や 感 じ 方 な ど

に，違いがあること

に気付いている。  

［振り返り］  

二  ３  

 

 

 

４  

本

時  

 

 

５  

 

 

６  

 

 

 

 

７  

〇「中」を読んで，

調査の流れを捉

える。  

 

〇「中」を読み深め

る。  

 

 

 

○興味をもった中

心を検討する。  

 

○興味をもったと

ころに沿って大

事な言葉や文を

書き出し，整理す

る。  

○興味をもったこ

とに沿って本文

を要約し，感想を

加えて紹介文を

書く。  

・「調査結果」と「予想」を関連付け

て読んでいくことで，調査の流れ

を理解することができるように

する。  

・「なぜ調査に８０年近くかかった

のか」について，興味の中心に分

けて理由を整理することで，興味

の中心を明らかにすることがで

きるようにする。  

・文章構成図を活用することで，興

味の中心について選んだ語や文

を検討できるようにする。  

・興味の中心が同じ子ども同士でグ

ループを組ませることで，大事な

言葉や文を書き出す際に，検討で

きるようにする。  

 

・指導者が作成した紹介カードや前

時のノート，ワークシートを活用

して，要約できるようにする。  

知様子や行動を表す語句

の量を増やし，話や文

章の中で使い，語彙を

豊かにしている。  

［ノート・メモ］  

思文章を読んで理解

したことに基づい

て，理由や感想をも

っている。  

［発言・ノート］ 

主文章を読んで理解

し た こ と に 基 づ

き，興味をもった

ところを紹介する

文を書こうとして

いる。［紹介カード］ 

思目的を意識して，

中心となる語や文

を見付けて要約し

ている。 

［紹介カード］ 

三  ８  

 

〇作った紹介カー

ドを読み合い，感

想を伝え合う。  

 

・興味の中心や感想，要約の仕方な

どの違いについて，指導者からも

取り上げて紹介することで，視点

をもった振り返りへとつなげら

れるようにする。  

 

思紹介カードを読ん

で感じたことなど

を共有し，一人一

人の感じ方などに

違いがあることに

気付いている。  

［振り返り］  

〈学習課題〉  筆者の調査と予想の関係に注目して，調査内容を捉え，興味を
もったところをまとめて「紹介カード」を作り紹介しよう。  
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６ 本時の学習（４／８） 

（１）目標  

なぜ，調査に８０年近くかかったのかを考えることを通して，「中」の調査内容を読み

深めることができる。   

（２）展開 

時間  学習活動  〇教師のかかわり  ◆評価［方法］ 備考 

７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

 

１  調査と前時の学

習を振り返る。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２  なぜ調査に８０

年近くの年月がか

かったのかを考え

る。 

（１）一人学びをす

る。 

（２）グループで話

し合う。  

 

 

 

（３）全体で話し合

う。 

 

 

 

 

 

 

３  本時の学習を振

り返り，次時の見

通しをもつ。  

〇前時で調べた調査結果や予想を短冊にし，そ

れらを調査の通りに並べる活動をすること

で，大まかな調査の内容を振り返ることがで

きるようにする。  

 

○なぜ，たまごを産む場所を見つけるのに８０

年近くの年月がかかったのかを問いかけるこ

とで，調査内容をさらにくわしく読む必要性

をもたせるようにする。 

 

 

 

○感想を出し合った際に出た「レプトセファル

ス」「たまご」「塚本さんたちの調査」などの興

味の中心を視点に示すことで，長年の調査の

理由を叙述から考えることができるようにす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆調査に長い年月がかかった理由を捉えて感想

をもっている。[発言・ノート] 

 

 

 

 

 

 

○紹介カード作りのための学習計画をもとに本

時の学習を振り返ることで，次の学習の見通

しをもつことができるようにする。  

ロイロ

ノート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ロイロ

ノート 

 

 

 

 

 

デジタ

ル黒板 

 

 

拡大した地

図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

なぜ，調査に８０年近くの年月がかかったのかを考えよう。  

〈視点１-③〉立ち止まって振り返る場  
〇長年の調査の理由について，「何に注目する
ことでどんなことが分かったのか」という
フレームに沿って振り返ることで，興味を
もったところにおける中心となる語句につ
いて自覚することができるようにする。  

〈視点２ー①〉考えを表出し比較する場  
〇子どもたちの意見をロイロノートで共有
し，シンキングツールを使って「レプトセフ
ァルス」「たまご」「調査」などの視点で分類
することで，興味の中心ごとに吟味できる
ようにする。  

 
 
 
 

<視点２ -② >納得解を生み出す根拠や理由付けの充実  
〇興味の中心ごとに，考えの根拠となる語句
を吟味し，調査に長い年月がかかった理由
に迫っていけるようにする。根拠や理由の
共通点や相違点を考える中で，筆者の努力，
予想と結果の連続，順序を追った調査など
に気付きながら納得解を生み出せるように
する。 
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【５年（書くこと）】 

書き表し方を工夫し，『おすすめの本カード』を作ろう（「この本，おすすめします」） 

 指導者 庭月野 竜王（水俣市立袋小学校） 

 

本
時 

本単元で目指す子どもの姿 

自分の考えが伝わるように，目的や意図に合わせて情報を整理しながら，粘り強く推敲

を重ね，書き表し方を工夫して，文章を書こうとする子ども。 

学習課題 
目的や意図に合わせて必要な情報を整理し，書き表し方を工夫して，下級生にむけて『おすす

めの本カード』を作ろう。 

言葉による 

見方・考え方を 

働かせる 

視点１ 学びを自覚するための手立て 視点２ 共に学び続けるための工夫 

学びの土台 
これまで：自分の考えとそれを支える理由や事例との関係を明確にし，書き表し方を工夫する 
これから：自分の考えが伝わるように，目的や意図に応じて書き表し方を工夫する 

言語活動 
 

「おすすめの本カード」を作る 
 

思考操作 
 

目的や意図に合わせて必要な情報を整理する 
 

指導事項 
目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いた
りするとともに，自分の考えが伝わるように書き
表し方を工夫すること      B書くこと（１）ウ 

＜立ち止まって振り返る場＞ 

終末では，児童に本時の「気づいたこ

と」，「なるほどと思ったこと」，「今後生

かしていきたいこと」を振り返らせ，学

びを価値づけるようにする。 

＜考えを表出し比較する場＞ 

構成の工夫について，タブレット端末

を使って，自分の意見と他の意見を比

較することで，考えを深めることがで

きるようにする。 

 

 

＜納得解を生み出す根拠や理由づけの充実＞ 

構成の順序や工夫について２種類の文章を比べながら考えることで，児童が根拠や理由付けを

明確にしながら，よりよい納得解を生み出すことができるようにする。 
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第５学年１組 国語科学習指導案 
指導者  水俣市立袋小学校   庭月野  竜王  

１ 単元名   書き表し方を工夫し，下級生にむけて『おすすめの本カード』を作ろう 

「この本，おすすめします」（光村図書５年） 

２ 学習課題   目的や意図に合わせて必要な情報を整理し，書き表し方を工夫して，

下級生にむけて『おすすめの本カード』を作ろう。  

  [指導事項] 目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いたりするとともに，事実

と感想，意見とを区別して書いたりするなど，自分の考えが伝わるように

書き表し方を工夫することができるようにする。  B 書くこと（１）ウ 

  [思考操作] 目的や意図に合わせて必要な情報を整理する。 

  [言語活動] 下級生にむけて『おすすめの本カード』を作る。  

  

３ 単元について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜教材観＞  
本題材の特徴としては次の通りである。  
・本という題材は，子どもにとって身近な存在で
あり，推薦するために読書に取り組むため，学
習上も意義が大きい。  

・言語活動については，推薦する対象と，推薦す  
る相手の特徴を十分に理解してから取り組む
必要がある。  

・自分が推薦した本を友達に読んでもらうこと
で，達成感を味わいやすい単元である。  
以上の特徴から，目的や意図に応じて，自分の

考えが伝わるように書き表し方の工夫を考える
ことができる教材であると言える。それらを考え
ていく際に，相手意識をもって，推薦文を書こう
とする姿が期待される。そのような学びを生み出
すために，『おすすめの本カード』作りという言語
活動を核にした単元を構想する。  

＜児童観＞  
 子どもたちは，これまで
４年「もしものときにそな
えよう」や５年「あなたは，
どう考える」などで文章の
感想を伝え合い，自分の考
えが伝わっているか確かめ
たり，根拠を示し，説得力の
ある意見文を書いたりする
ことを経験している。  
 そ の よ う な 学 習 を 通 し
て，目的や意図に応じて文
章を書くことはできるよう
になっているが，自分の考
えが相手に伝わるような説
得力のある文章が書ける児
童はまだ少ない。  
 

＜視点について＞  
 [視点１ ] 学びを自覚するための手立て  
  第一次においては，今まで既習題材である「あなたは，どう考える」の学習で説得
力のある文章を書いたことを想起できるようにする。そして今回は，相手意識をもっ
て推薦文を書いていくことを伝える。その際，指導者が実際に作成した『おすすめの
本カード』を提示することで，単元の学習を見通すことができるようにする。加えて，
各学年の本の貸し出し状況を提示することで，児童の「本をおすすめして，貸し出し
状況を改善させたい。」という意欲を高めるようにする。  

  第二次においては，相手にとって分かりやすい推薦文を書くために，「気づいたこ
と」，「なるほどと思ったこと」，「今後活かしていきたいこと」という３つの視点を与
え，学習を振り返ることができるようにする。授業の導入や終末で，児童の振り返り
を共有する時間を設けたり，教師がコメントを記入し，児童の振り返りを価値づけた
りすることで，何を学習したのか，自覚を持つことができるようにする。  

 [視点２ ] 共に学び続けるための工夫  
  おすすめの本カードの構成を考える際にはタブレット端末を使い，児童が考えた構
成を比較・共有することで，考えを深める場を設定する。  
実際にカードを書く作業の際は，見出しの付け方や文章の言葉選びなど，「言葉によ

る見方・考え方」を意識しながら学習に取り組めるようにする。また，実際に書いた
文章はペアやグループで確認しながら，学習を進めることで根拠や理由付けを明確に
して，学習を進められるようにする。  
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４ 単元の目標 

○ 言葉には，相手とのつながりをつくる働きがあることに気づくことができる。                   
（知・技）（１）ア    

○ 目的や意図に応じて，感じたことや考えたことなどから書くことを選び，集めた材
料を分類したり関係づけたりして，伝えたいことを明確にすることができる。                    

                                 B 書（１）ア  
◎ 目的や意図に応じて簡単に書いたり，詳しく書いたりするとともに，事実と感想，

意見とを区別して書くなど，自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫すること
ができる。                          B 書（１）ウ  

○ 文章全体の構成や展開が明確になっているかなど，文章に対する感想や意見を伝え
合い，自分の文章のよいところを見つけることができる。      B 書（１）カ  

〇 粘り強く，文章全体の構成を考え，学習の見通しをもって推薦文を書こうとする。                               
（学・人）  

５ 指導と評価の計画（７時間取り扱い） 

次  時  学習活動  教師のかかわり  評価規準［評価方法］  

一  １  
 
 
 
 

 
 
 

○単元の見通しを
もつとともに，推
薦する本を選ぶ。 

 
 
 
 
 

・学校の図書室の利用状況を提示
し，児童に「本を紹介したい」
という必要感をもつことができ
るようにする。  

・指導者作成のカードを提示する
ことで，言語活動のイメージを
もてるようにする。  

・何年生に向けてカードを書くか
話し合った後，推薦したい本を
選ぶことができるようにする。  

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

二  ２  
 
 
 
 
 
３  
本
時  
 
 
 
４  
 
 
 
 
５  
 
 
 
 
 
６  

〇推薦する本の内
容や推薦したい
理由を書き出す。 

 
 
 
〇前時に書き出し
た内容から，必要
な情報をまとめ，
カード の構成を
考える。  

 
〇前時に考えた構
成を基に，カード
の下書きを書く。 

 
 
○下書きを個人や
グループで見直
し，互いに助言を
行う。  

 
 
〇清書を行う。  

・第一次で選んだ本の推薦したい理
由と内容などをマトリックスと
タブレット端末に書き出し，視覚
化することで情報を整理できる
ようにする。  

 
・教科書や教師が提示した例の中か
ら構成のポイントを見つけ，『お
すすめの本カード』の構成を考え
る活動に生かせるようにする。  

 
 
・前時に書いた構成用紙を参考に，
自分が書き出した情報を見なが
ら，下書きを書くことができるよ
うにする。  

 
・前時に書いたカードの下書きを個
人やグループで確認し，本の魅力
を簡潔に伝えるために，文章表現
を工夫することができないか考
えることができるようにする。  

 
・書き表し方の工夫を確認すること
で，丁寧に清書を書くことができ
るようにする。  

 
 
 
 
 
 
思 目 的 や 意 図 に 応 じ て 集 め た
材料を分類したり関係づけた
りして，伝えたいことを明確
にしている。  

 ［ ワー クシ ー ト・ タブ レッ ト 端 末 ］ 
 
思自分の考えが伝わるよう
に書き表し方を工夫して下
書きを書いている。  

    ［ タ ブ レ ッ ト 端 末 ・ カ ー ド ］  
 

思 文 章 に 対 す る 感 想 や 意 見
を伝え合い，自分の文章の
よ い と こ ろ を 見 つ け て い
る。    ［タ ブ レッ ト端 末 ］ 

 
 
主粘り強く，文章全体の構成
を考え，推薦文を書こうと
している。   ［カード］ 

三  ７  〇完成したカード
を互いに見合い，
感想を伝え合う。 

 

・完成したカードを互いに見せ合
い，感想を伝え合わせ，本単元の
学習を価値づける。  

・完成したカードは，実際に下級生
に贈ることで，児童の達成感につ
なげられるようにする。  

知言葉には，相手とのつ
ながりをつくる働きが
あることに気づいてい
る。  

   ［カード・発表］  

〈学習課題〉書き表し方を工夫し，下級生にむけて『おすすめの本カード』を作ろう  
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６ 本時の学習（３／７） 

（１）目標  

本の魅力を伝えるために，例文から構成の工夫を見つける活動を通して，目的や意図に

応じて，伝えたいことを明確にしながら推薦文の構成を考えることができる。  

（２）展開 

時間  学習活動  〇教師のかかわり  ◆評価［方法］ 備考 

５ 

 

 

 

 

 

１０ 

 

 

 

 

 

１５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１  前時の学習を振

り返り，本時の課

題を捉える。  

 

 

 

２  例文を参考にし

て，カードの構成

の順序やポイント

をワークシートに

書き出す。  

 

３  カードの構成の

工夫についてペア

で確認した後に，

全体で共有する。  

 

 

 

 

 

 

４  本時で学習した

構成の工夫をもと

に，自分のカード

の構成を考える。  

 

 

 

 

 

 

 

 

５  本時の学習を振

り返り，次時の見

通しをもつ。  

 

〇前時では，本の内容やおすすめのポイントを

まとめたことを確認し，本時では，下級生に本

の魅力が伝わりやすいカードの構成の工夫に

ついて考えていくことを伝える。  

 

 

 

 

 

 

 

 

○それぞれのペアで考えを整理し，全体で共有

することでよりよい構成の順序や工夫につい

て考えられるようにする。  

 

 

 

 

 

 

 

○本時で学んだ，相手に魅力が伝わりやすい構  

成の順序や工夫をもう一度確認し，自分のカ  

ードの構成を考えられるようにする。  

〇タブレット端末を使い，文章の順序を並べ替

えることでよりよい構成を考えることができ

るようにする。  

 

◆本の魅力を伝えるために，必要な情報を整理

する活動を通して，目的や意図に応じて，伝え

たいことを明確にしながら推薦文の構成を考

えている。 ［発言・ワークシート］ 

 

○本時で学習した構成のポイントを振り返り，

自身のカードの構成をどのように改善させた

のか確認することで，学びを価値づけるよう

にする。 

 

 

 

 

 

タ ブ レ ッ ト 端 末  

 

 

 

 

 

ワ ー ク シ ー ト  

 

 

 

 

 

タ ブ レ ッ ト 端 末  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表  

タ ブ レ ッ ト 端 末  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

振 り 返 り カ ー ド  

  

み力が伝わりやすいカードを作るためには，どのような構成にすればよいのだろう。  

〈視点１-③〉立ち止まって振り返る場  

〇終末では，児童に本時の「気づいたこと」， 

 「なるほどと思ったこと」，「今後生かして  

 いきたいこと」を振り返らせ，学びを価値  

 づけるようにする。  

 

〈視点２ー①〉考えを表出し比較する場  

〇構成の工夫について，タブレット端末を使 

 って，自分の意見と他の意見を比較するこ

とで，考えを深めることができるようにす   

 る。 

 
 
 

<視点２ -② >納得解を生み出す根拠や理由付けの充実  

○構成の順序や工夫について２種類の文章  

を比べながら考えることで，児童が根拠や  

 理由付けを明確にしながら，よりよい納得  

 解を生み出すことができるようにする。  
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【６年（話すこと・聞くこと）】 

資料を効果的に使って，『夢スピーチ』をしよう（「今，私は，ぼくは」） 

 指導者 濵田 祐輔（天草市立本渡北小学校） 

 

 

＜立ち止まって振り返る場＞ 

以前作ったプレゼン資料を振り返って

再評価することで，資料活用が課題であ

ることを自覚できるようにする。 

本
時 

本単元で目指す子どもの姿 

相手や状況，内容に合わせて資料を効果的に活用し，自分の考えを工夫して伝えようと

する子ども。それを今後の生活に継続的に生かそうとする子ども。 

＜考えを表出し比較する場＞ 

作成した資料に，意図を説明するシ

ートを添付することで，考えを明確に

表出し，他者と比較しやすくする。 

＜納得解を生み出す根拠や理由づけの充実＞ 

作成した資料の意図や効果について話し合うことで，どのような工夫の仕方が最適

であるかを理解し，自分のスピーチ資料作りをどのように工夫するとよいかという自

身の問いについての納得解を生み出せるようにする。 

学習課題 
相手や状況，内容に合わせて資料を効果的に使い，『夢スピーチ』をしよう。 

言葉による 

見方・考え方を 

働かせる 

視点１ 学びを自覚するための手立て 視点２ 共に学び続けるための工夫 

学びの土台 
これまで：話の内容が明確になるように，話の構成を考える 
これから：資料を活用するなどして，自分の考えが伝わるように表現を工夫する 
 

言語活動 
 

『夢スピーチ』をする 
 

思考操作 
相手や状況，内容に合わせて資料を
工夫する 

指導事項 
資料を活用するなどして，自分の考え
が伝わるように表現を工夫すること 

A話すこと・聞くこと（１）ウ 
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第６学年３組 国語科学習指導案 
指導者  天草市立本渡北小学校   濵田  祐輔  

１ 単元名   資料を効果的に使って，『夢スピーチ』をしよう 

「今，私は，ぼくは」（光村図書６年） 

２ 学習課題   相手や状況，内容に合わせて資料を効果的に使い，『夢スピーチ』をし

よう。  

  [指導事項] 資料を活用するなどして，自分の考えが伝わるように表現を工夫するこ

とができるようにする。  A 話すこと・聞くこと（１）ウ 

  [思考操作] 相手や状況，内容に合わせて資料を工夫する。 

  [言語活動] 『夢スピーチ』をする。 

  

３ 単元について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜教材観＞  
本教材では，スピーチにおいて，相手を意識
したり，資料を使ったりして効果的に自分の
考えや思いを伝える力の育成を図る。  
その力を育成するために設定した言語活

動が『夢スピーチ』である。設定の意図は大
きく二つある。  
一つは，互いの夢を知り，それぞれがかけ

がえのない存在であることを実感したり，こ
れから迎える新しい世界への希望をもった
りすることである。  
もう一つは，資料等を使ってスピーチを工

夫する必然性が高いことである。夢は多様で
あり，きっかけとなる体験を皆は知らない。
知名度が低い職種や言葉を含む場合もある。
その難点を克服するために，資料の活用が効
果的であると気づけるようにする。  

＜児童観＞  
 子どもたちは，これまで
５年「提案しよう，言葉とわ
たしたち」で事実と感想，意
見を区別して，説得力のあ
るように構成を工夫するこ
とを経験している。その際，
資料を効果的に提示するこ
とに触れているが，具体的
な工夫の仕方については学
んでいない。  
 １学期に他教科でプレゼ
ン発表会をした際は，資料
内の文字数が多く，聞き手
にとって分かりづらい資料
になっていることが多かっ
た。  
 

＜視点について＞  
 [視点１ ] 学びを自覚するための手立て  
  本単元に類似する学習は，５年「提案しよう，言葉とわたしたち」で経験済みで
ある。その際，構成を考えたりスピーチメモを作成したりしてきた。これらの既習
事項については，過去の学習を想起しながら本単元でも取り扱っていく。既習事項
は学習の土台となるため，一つ一つ丁寧に確かめながら皆が捉えられるようにす
る。本単元では資料の活用に焦点化できるようにする。  
 学習課題を設定する場面では，自分の未来を見つめたり，友達の未来を応援したり
するという『夢スピーチ』の目的を明確にする。一人一人が順に夢を語って認め合う
状況をイメージできるようにする。また，修学旅行の事前学習の際に作成したプレ
ゼン資料を皆で振り返る。この時に作成した資料は文章が長く，読み手への伝わり
やすさがあまり意識されていない。そのことに気付き，資料活用の工夫が本単元で
の重要課題であることを自覚できるようにする。  

 [視点２ ] 共に学び続けるための工夫  
  本時において，作成した資料の伝わりやすさを話し合う際は，作成した資料だけ
でなく，意図を説明するシートを使って考えを表出する。このシートでは，「資料
作りのポイント」のどれを意識したのかを「◎・○・－」で示したり，意図を書い
たりする。これらをロイロノートで皆が閲覧できる状態にして，友達の考えを見る
だけで捉えたり，比較したりできるようにする。そこに，考えを説明したり検討し
たりする話し合いを加える。そうすることで，「資料作りのポイントを使うことで
～という効果があった」という実感を理由づけとして，「○○さんのような工夫が
私のスピーチ資料に使えそうだ」という納得解を生み出せるようにする。  
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４ 単元の目標 

○ 文の中での語句の係り方や語順，文と文との接続の関係，話の構成や展開について
理解することができる。                 （知・技）（１）カ  

◎ 資料を活用するなどして，自分の考えが伝わるように表現を工夫することができ
る。                           Ａ話・聞（１）ウ  

○ 話の内容が明確になるように，事実と感想，意見を区別するなど，話の構成を考え
ることができる。                     Ａ話・聞（１）イ 

〇 資料を活用して自分の考えを表現することに意欲的に取り組み，聞き手の知識や反
応等に応じて効果的なスピーチにしようとする。           （学・人）  

 

５ 指導と評価の計画（７時間取り扱い） 

次  時  学習活動  教師のかかわり  評価規準［評価方法］  

一  １  

 

 

 

 

○単元の見通しを

もつ。  

 

 

 

 

 

 

○話題（夢）を考え

る。  

・卒業を間近に控えていることか

ら学習課題を設定する。  

・修学旅行の事前学習プレゼン資

料から課題意識をもてるように

する。  

 

 

 

・具体的な夢とともに，きっかけや

感じたこと，これからの私等につ

いて書き出し，次時の構成検討に

生かせるようにする。  

 

 

 

 

 

 

 

 

知大体の構成を理解

して，事実と感想，

意見を区別しなが

ら，スピーチ内容を

書いている。  

［スピーチメモ］  

二  ２  

３  

 

 

 

 

 

４  

本

時  

 

 

５  

６  

〇スピーチの内容

を整理し，構成を

考えてスピーチ

メモを作成する。 

〇「資料作りのポイ

ント」を捉える。 

 
○ 例 題 を 使 っ て

「資料作りのポ

イント」を具現

化する。  

 

〇自分のスピーチ

の資料を作成す

る。  

〇スピーチを練習

し，内容を再検討

したり，資料を修

正したりする。  

・５年生での学習事項を振り返りな

がら構成の仕方やスピーチメモ

の作り方を確かめる。  

 

・教科書を使って「資料作りのポイ

ント」の概要を捉えられるように

する。  

・自作例題の資料を使って「資料作

りのポイント」の具現化を共有す

ることで，次時の自分のスピーチ

の資料作りを円滑に進められる

ようにする。  

・自分のスピーチ資料の作成過程

で,「資料作りのポイント」を視点

にして個別支援する。  

・動画教材を活用して，スピーチで

意識したいことを視覚的に捉え

られるようにする。  

思効果を明確にしな

がら構成を考えて

いる。  

［スピーチメモ］  

 

 

 

思ねらいを明確にし

て，資料作りを工

夫している。  

［作成した資料・シート］ 

 

主聞き手の知識や期

待される反応を考

えながら，資料を作

ったり話し方を工

夫したりしようと

している。  

［資料・スピーチ練習］ 

三  ７  〇『夢スピーチ』を

実施する。  

〇単元の学びを振

り返る。  

 
 

・友達のスピーチ（資料活用・構成）

のよさや今後に生かせそうなこ

とについて振り返ることで，学び

の定着を図る。  

知語句の係り方や語

順を文と文の関係

を理解し，正しい

順で正しい接続詞

を使って話してい

る。  

［スピーチ］  

 

 

〈学習課題〉  相手や状況，内容に合わせて資料を効果的に使い，
『夢スピーチ』をしよう。 
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６ 本時の学習（４／７） 

（１）目標  

「資料作りのポイント」を例題にて具現化する活動を通して，ねらいを明確にしながら

資料を工夫することができる。  

（２）展開 

時間  学習活動  〇教師のかかわり  ◆評価［方法］ 備考 

１０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

１  単元の学習課題

を確かめ，本時の

課題を捉える。  

 

 

２ 「資料作りのポイ
ント」を具現化した

様子を確かめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３  例題について，

冒頭部以外の資料

を作成する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

４  作成した資料の

意図や効果につい

て話し合う。  

 

 

 

 

 

 

 

５  本時の学習を振

り返り，次時の見

通しをもつ。  

 

 

 

 

 

〇自作スピーチを例題として再提示する。  

〇例題冒頭部の３つの資料案の中からどれがよ

いかを検討する中で，「資料作りのポイント」

を具現化した様子を捉えられるようにする。 

 （資料作りのポイント）  

Ａ：聞き手の知識や興味関心に合わせる。  

 Ｂ：情報をしぼり，すっきり見やすくする。  

（キーワード，色使い，字の大きさなど） 

 Ｃ：図や写真などでイメージしやすくする。  

 

 

 

 

 

 

 

〇資料作成とシートへの書き込みは紙媒体で行

えるようにする。  

〇作成した資料とシートはカメラで撮り ,ロイ

ロノートを使って児童間で閲覧できるように

する。終わった児童から閲覧できるようにし

て，気になった資料については，学習活動４で

尋ねられるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

◆「資料作りのポイント」を使い，ねらいを明確

にして適切な資料を作っている。  

［作成した資料・シート］ 

○本時で例題について自作した資料のよさや改

善点を振り返り，自分のスピーチ資料での工

夫の仕方を問うことで次時への活動への見通

しをもてるようにする。 

以前作

ったプ

レゼン

資料 

 

シート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タブレ

ットＰ

Ｃ（ロ

イロノ

ート） 

 

 

 

 

  

「資料作りのポイント」を使って，伝わりやすいスピーチ資料を作ろう。  

〈視点１-③〉立ち止まって振り返る場  
〇以前作ったプレゼン資料を振り返って再評
価することで，資料活用が課題であること
を自覚できるようにする。 

〈視点２ー①〉考えを表出し比較する場  
〇作成した資料に，意図を説明するシートを
添付することで，考えを明確に表出し，他者
と比較しやすくする。  

<視点２ -② >納得解を生み出す根拠や理由付けの充実  
〇作成した資料の意図や効果について話し合
うことで，どのような工夫の仕方が最適で
あるかを理解し，自分のスピーチ資料作り
をどのように工夫するとよいかという自身
の問いについての納得解を生み出せるよう
にする。（※学習活動４・５において） 
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